
もし、だれかが突然倒れたら・・・。突然の心停止から命を救うための装置（Ａ

ＥＤ）が上の３か所に設置されました。救急車が来るまでの数分間の処置が、心肺

停止患者を救う上で大変重要となります。現場に居合わせた市民の皆様も一定の条

件が揃えば、音声ガイダンスに従って処置を行うことができます。正しい使用法に

ついては、消防署の救命講習をお受けください。

現在、泉南市職員においても134名が普通救命講習Ⅰを受講し、ＡＥＤの使用方

法を取得しています。今後も救命講習受講者を募り、万一に備えた体制を整えてい

きたいと思っています。

なお、ＡＥＤの設置については、バンドー化学株式会社様、泉佐野泉南医師会様

より寄付をいただきました。

平成18年（2006年）
No.496

市役所などにAED（自動体外式除細動器）設置

市役所正面玄関ロビー

市民体育館事務所前

あいぴあ泉南玄関ロビー



３

【
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
】（
Ⅰ
〜
Ⅲ
）

地
域
の
特
性
や
利
用
者
の
状

況
に
応
じ
て
柔
軟
に
実
施
し
効

果
的
・
効
率
的
な
事
業
や
地
方

分
権
の
観
点
か
ら
市
町
村
が
自
主
的
に
取
り

組
む
事
業
を
い
い
ま
す
。
泉
南
市
が
実
施
す

る
地
域
生
活
支
援
事
業
の
主
な
種
類
と
し
て

は
、
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
笊
〜
笞
）

笊
相
談
支
援
事
業

身
体
障
害
者
（
児
）、
知
的
障
害
者
（
児
）

お
よ
び
精
神
障
害
者
等
を
支
援
し
て
い
る
事

業
所
に
委
託
し
障
害
者
や
障
害
児
の
保
護
者

の
種
々
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
必
要
な
助

言
・
提
言
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
な
ど
を

行
い
ま
す
。
泉
南
市
で
は
３
事
業
所
に
委
託

予
定
で
す
。

笆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
事
業
「
手
話

通
訳
者
・
奉
仕
員
派
遣
事
業
」

聴
覚
障
害
者
等
を
対
象
に
手
話
通
訳
者
、

手
話
奉
仕
員
を
派
遣
す
る
事
業
で
す
。
泉
南

市
で
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

笳
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業

重
度
の
障

害
の
あ
る
方

を
対
象
と
し

て
、
日
常
生

活
上
の
便
宜

を
図
る
た

め
、
６
種
類

の
用
具
（
表
参
照
）
に
現
行
品
目
を
再
編
・

給
付
し
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
サ
ー
ビ
ス
費

の
１
割
で
す
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
負

担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

笘
移
動
支
援
事
業

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害
の
あ
る
方

を
対
象
に
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
、
社

会
生
活
上
必
要
不
可
欠
な
外
出
や
余
暇
活
動

な
ど
社
会
参
加
の
た
め
の
外
出
を
支
援
し
ま

す
。
現
行
の
外
出
介
護
を
実
施
す
る
事
業
所

等
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
サ

ー
ビ
ス
費
の
１
割
で
す
が
、
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
負
担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

笙
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

地
域
で
生
活
す
る
障
害
の
あ
る
方
の
日
中

活
動
の
場
と
し
て
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ

て
創
作
的
活
動
や
生
産
活
動
の
機
会
を
提
供

し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
す
る
支
援
、

機
能
訓
練
、
社
会
適
応
訓
練
、
入
浴
等
の
サ

ー
ビ
ス
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

泉
南
市
で
は
直
営
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
小
規

模
通
所
授
産
施
設
な
ど
の
市
内
の
事
業
所
等

と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

笞
そ
の
他
の
事
業
（
盧
・
盪
）

盧
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」

現
行
の
短
期
入
所
事
業
所
等
と
調
整
を
進

め
な
が
ら
「
日
中
短
期
入
所
」
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

ま
た
障
害
児
に
特
化
し
た
「
日
中
預
か
り

事
業
」
を
地
域
生
活
支
援
事
業
の
中
に
位
置

づ
け
実
施
し
ま
す
。
利
用
者
負
担
は
、
サ
ー

ビ
ス
費
の
１
割
で
す
が
、
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
負
担
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

盪
「
社
会
参
加
促
進
事
業
」
ほ
か

障
害
の
あ
る
方
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
事
業
に
つ
い
て
引
き

続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

法
改
正
に
よ
り
補
装
具
の
支
給
は
、
こ
れ

ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
補
装
具
費
（
購
入

費
・
修
理
費
）
の
支
給
へ
と
変
わ
り
、
利
用

者
負
担
も
所
得
税
額
等
を
も
と
に
し
た
負
担

か
ら
、
補
装
具
価
格
の
１
割
を
負
担
す
る
定

率
負
担
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
介
護
給
付
と

同
様
、
所
得
に
応
じ
た
月
額
負
担
上
限
額
の

設
定
が
あ
り
ま
す
。
な
お
本
人
ま
た
は
世
帯

員
の
う
ち
、
市
民
税
所
得
割
の
最
多
納
税
者

の
納
税
額
が
50
万
円
以
上
の
場
合
に
は
、
補

装
具
費
の
支
給
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今

回
の
改
正
で

こ
れ
ま
で
の

補
装
具
給
付

品
目
と
日
常

生
活
用
具
給

付
品
目
が
一

部
見
直
し
・

再
編
が
行
わ

れ
て
い
ま

す
。

　居宅介護 
★重度訪問介護 
　行動援護 
★療養介護 
★生活介護 
　児童デイサービス 
　短期入所 
★重度障害者等包括支援 
★共同生活介護 
★施設入所支援 

★自立訓練 
　（機能訓練・生活訓練） 
★就労移行支援 
★就労継続支援 
　共同生活援助 

★印が10月からスタート 
（それ以外は４月から実施済） 

 
 
 
 
 

介
護
給
付 

障
害
者
・
児 

訓
練
等 

給
付 

重度障害者用 
意思伝達装置 

点字器、頭部保護帽、 
人工咽頭、歩行補助 
杖（１本杖）、収尿 
器、ストマ用装具 

色めがね 

浴槽（湯沸器）、 
パソコン 

「日常生活用具」から 
「補装具」へ移行 

「補装具」から「日常 
　生活用具」へ移行 

廃止 

廃止 

補装具と日常生活用具の見直し種目 

介護・訓練支援用具 

自立生活支援用具 

在宅療養等支援用具 

情報・意思疎通支援用具 

排泄管理支援用具 

居宅生活動作補助用具 

日
常
生
活
用
具 

○
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
開
催
等
事
業 

○
声
の
広
報
等
発
行
事
業 

○
点
訳
・
音
訳
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業 

○
手
話
奉
仕
員
養
成
研
修
事
業 

○
自
動
車
運
転
免
許
取
得
・
改
造
助
成
事
業 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ほ
か
）

障
害
者
の
自
立
を
支
援
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目

的
と
す
る
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
平
成
18
年
４
月
か
ら
段
階
的
に

施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
10
月
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課
（
内
線
545
）

２

今月の主な内容

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀483-0001）へ
その他については、下記へ

10
月
１
日
か
ら
医
療
保
険
制

度
が
改
正
さ
れ
、
医
療
費
の
自

己
負
担
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

（
Ⅰ
〜
Ⅳ
）

Ⅰ
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
高

齢
者
の
自
己
負
担
割
合
が
変
わ

り
ま
す

70
歳
以
上
お
よ
び
老
人
保
健

医
療
受
給
者
の
う
ち
、
現
役
並

所
得
の
あ
る
一
定
以
上
所
得
者

は
、
医
療
機
関
に
支
払
う
自
己

負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

Ⅱ
高
額
療
養
費
（
高
額
医
療
費
）

の
自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り

ま
す法

改
正
に
よ
り
、
10
月
か
ら

自
己
負
担
限
度
額
が
次
の
よ
う

に
変
更
に
な
り
ま
す
。（
着
色

部
分
の
み
変
更
）

Ⅲ
療
養
病
床
に
入
院
す
る
場
合
の
食
費
・
居

住
費
の
負
担
が
変
わ
り
ま
す

療
養
病
床
に
入
院
す
る
70
歳
以
上
の
方
は
、

原
則
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
食
事
負
担
と
と

も
に
、
調
理
コ
ス
ト
費
を
含
め
た
額
お
よ
び

居
住
費
の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
方
に
は
減
額

制
度
が
あ
り
ま
す
）

Ⅳ
人
工
透
析
を
要
す
る
上
位
所
得
者
の
自
己

負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

厚
生
労
働
省
の
指
定
す
る
特
定
疾
病
（
人

工
透
析
が
必
要
な
慢
性
腎
不
全
、
血
友
病
等
）

の
方
は
、
１
か
月
の
自
己
負
担
額
は
１
万
円

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慢
性
腎
不
全

で
人
工
透
析
を
要
す
る
70
歳
未
満
の
上
位
所

得
者
に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
か
ら
自
己
負

担
限
度
額
が
１
万
円
か
ら
２
万
円
に
変
わ
り

ま
す
。

★
ま
た
、
65
歳
〜
69
歳
で
大
阪
府
制
度
の
老

人
医
療
費
助
成
を
受
け
て
い
る
方
も
上
記
に

準
じ
て
、
制
度
内
容
が
変
更
と
な
り
ま
す

▼
問
合
せ
＝
老
人
保
健
医
療
受
給
者
お
よ
び

大
阪
府
制
度
の
老
人
医
療
費
助
成
対
象
者
の

方
は
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
）、
そ
れ
以
外
の

方
は
国
民
健
康
保
険
課
（
内
線
259
）

消防本部
上下水道部（上水道）

（下水道）
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀4 8 5－0 1 1 9
薀4 8 2－6 5 5 1
薀4 8 2－5 0 0 5
薀4 8 3－5 8 7 5
薀4 8 2－7 6 1 5
薀4 8 2－1 0 0 0
薀4 8 2－7 7 6 7
薀4 8 2－7 7 6 6
薀4 8 4－3 5 0 0
薀4 8 3－6 4 4 7
薀4 8 3－4 3 6 1
薀4 8 3－9 3 1 4
薀4 8 3－9 2 6 4
薀4 8 3－9 2 7 0
薀4 8 5－0 7 0 7
薀4 8 3－6 7 8 9
薀4 8 0－2 8 5 5

泉南市の人口（８月末現在）
人　口‥‥‥66,077人
男‥‥‥‥32,119人
女‥‥‥‥33,958人

世帯数‥‥‥24,317世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/kouhou/
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70歳未満の方の自己負担限度額（月額） 
平成18年９月30日まで 
3回目まで 

一　般 40,200円 

77,700円 

24,600円 

72,300円＋医療費が 
241,000円を超えた場 
合は、その超えた分 
の１％を加算 

上　位 
所得者 
　※１ 

139,800円＋医療費が 
466,000円を超えた場 
合は、その超えた分 
の１％を加算 

住民税非課 
税世帯 

※１ 基礎控除後の総所得金額等が670万円を超える世帯 
※２ 過去12か月間に、同じ世帯で高額療養費の支給が４回 
以上あった場合、４回目以降の限度額が引き下げられます 

35,400円 

4回目以降 ※2
平成18年10月１日から 

3回目まで 

一　般 44,400円 

83,400円 

24,600円 

80,100円＋医療費が 
267,000円を超えた場 
合は、その超えた分 
の１％を加算 

上　位 
所得者 
　※３ 

150,000円＋医療費が 
500,000円を超えた場 
合は、その超えた分 
の１％を加算 

住民税非課 
税世帯 

35,400円 

4回目以降 

※３ 基礎控除後の総所得金額等が600万円を超える世帯 

70歳以上の方および老人保健医療受給者の自己負担限度額（月額）
平成18年９月30日まで 

　　外来 
（個人単位） 

  外来+入院 
（世帯単位） 

一　般 12,000円 40,200円 

一定以上 
所得者 40,200円 

72,300円＋医療費が 
361,500円を超えた 
場合は、その超え 
た分の１％を加算 
（４回目以降の場 
合は40,200円） 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 
※１ 同一世帯の国民健康保険高齢受給者と老人保健 
医療受給者の分は合算できません 

8,000円 
24,600円 

15,000円 

平成18年10月１日から 

　　外来 
（個人単位） 

  外来+入院 
（世帯単位） 

一　般 12,000円 44,400円 

一定以上 
所得者 44,400円 

80,100円＋医療費が 
267,000円を超えた 
場合は、その超え 
た分の１％を加算 
（４回目以降の場 
合は44,400円） 

低所得者Ⅱ 

低所得者Ⅰ 
8,000円 

24,600円 

15,000円 

平成18年９月30日まで 

２割 

平成18年10月１日から 

３割 



楽
し
い
科
学
あ
そ
び
で
す
。

▼
と
き
＝
11
月
18
日
貍
笊
午
前

10
時
〜
正
午
笆
午
後
２
時
〜
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展

示
室
▼
対
象
＝
小
学
１
年
生
以

上
の
子
ど
も
▼
内
容
＝
牛
乳
パ

ッ
ク
で
ピ
ン
ホ
ー
ル
カ
メ
ラ
を

つ
く
り
ま
す
▼
講
師
＝
小
野
お
の

操み
さ

子こ

さ
ん
（
科
学
と
あ
そ
び
の
会

代
表
）▼
定
員
＝
笊
笆
と
も
各
回

40
名
（
申
込
順
）▼
参
加
費
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
保
護
者
の
方
の

見
学
は
可
。
申
込
み
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
＝
10
月

28
日
貍
午
前
10
時
か
ら
図
書
館

で
受
付
を
開
始
。
申
込
み
は
本

人
ま
た
は
家
族
の
方
の
み
と
し

ま
す
（
受
付
時
に
参
加
す
る
子

ど
も
の
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。

電
話
で
の
申
込
み
は
不
可
）▼
問

合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

０
〜
３
歳
向
き
の
お
は
な
し

会
で
す
。
絵
本
や
わ
ら
べ
う
た

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
10
月
６
日
貊
笊
午
前
10
時

20
分
〜
30
分
程
度
（
お
は
な
し

ぴ
よ
ぴ
よ
）
笆
午
前
11
時
〜
30

分
程
度
（
お
は
な
し
て
く
て
く
）

▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
１
階
じ
ゅ

う
た
ん
コ
ー
ナ
ー
▼
対
象
＝
笊

０
、
１
歳
の
あ
か
ち
ゃ
ん
と
保

護
者
笆
２
、
３
歳
の
お
子
さ
ん

と
保
護
者
▼
定
員
＝
各
回
先
着

20
組
程
度
▼
参
加
費
＝
無
料

（
申
込
み
不
要
）
▼
そ
の
他
＝
対

象
年
齢
は
目
安
で
す
▼
問
合

せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
図
書

館
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
の
日
。
子

ど
も
た
ち
と
本
と
の
新
し
い
出

会
い
の
場
を
作
り
ま
す
。
▼
と

き
＝
10
月
14
日
貍
午
後
２
時
半

〜
30
分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書

館
２
階
視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
４

歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
定
員
＝
各
回
先
着
40
名
（
途

中
の
出
入
り
は
不
可
）
▼
参
加

費
＝
無
料
（
申
込
み
不
要
）
▼

そ
の
他
＝
第
１
・
３
・
４
土
曜

日
の
午
後
２
時
半
〜
30
分
程
度
、

同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る

紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
０
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
不
要
）
▼

問
合
せ
＝
図
書
館
482
７
７
６
６

出
前
で
遊
び
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
笊
10
月
13
日

貊
笆
20
日
貊
時
間
は
午
前
10
時

〜
11
時
半
（
雨
天
実
施
）▼
と
こ

ろ
＝
笊
砂
川
小
学
校
（
駐
車
場

有
）
笆
東
幼
稚
園
（
駐
車
場
有
）

▼
対
象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者
▼
内
容
＝
季
節
の
歌
、

手
遊
び
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
親

子
で
の
遊
び
等
笆
は
焼
き
栗
パ

ー
テ
ィ
ー
▼
持
ち
物
＝
着
替
え
、

お
茶
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
484
３
３
７
１

子
ど
も
の
年
齢
に
合
わ
せ
た

遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
親
子
で

友
だ
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
11
月
１
日
〜
12
月
６

日
ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
全
６

回
）
午
前
９
時
半
〜
11
時
▼
と

こ
ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成
15

年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
一
度
受
講
さ
れ
た
方

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）
▼
内

容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
リ
ト
ミ

ッ
ク
、
楽
器
遊
び
、
散
歩
、
新

聞
で
遊
ぼ
う
、
保
護
者
の
交
流
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
お
や
つ

の
時
間
等
▼
参
加
費
＝
500
円

（
お
や
つ
代
、遊
び
の
材
料
費
等
）

▼
定
員
＝
15
組
程
度
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
23
日
豺
ま
で
に
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
へ
薀
484
３
３
７
１

広
い
場
所
で
思
い
切
り
身
体

を
動
か
し
て
、
親
子
で
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。
▼
と
き
＝
10
月
27

日
貊
（
毎
月
第
４
金
曜
日
）
午

前
10
時
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝

り
ん
く
う
体
育
館
（
駐
車
場
有
）

▼
対
象
＝
３
歳
児
（
平
成
14
年

４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
（
き
ょ
う
だ
い
の
参
加

は
可
能
で
す
）▼
内
容
＝
運
動
遊

具
を
使
っ
て
の
遊
び
、
集
団
遊

び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
そ
の
他
＝
▽
上
靴

（
親
子
）、
着
替
え
、
お
茶
等
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
お
茶

以
外
は
飲
食
で
き
ま
せ
ん
▼
問

合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
薀
484
３
３
７
１

５

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

牛
乳
パ
ッ
ク
で
か
ん
た
ん

カ
メ
ラ
を
作
ろ
う

「
さ
ん
・
さ
ん
広
場
」

で
遊
ぼ
う
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の
び
っ
子
教
室
（
２
歳
児
向

け
）
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

４
歳
以
上
は

土
曜
お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

ぴ
よ
ぴ
よ
・
て
く
て
く

親
子
、
き
ょ
う
だ
い
、
友
だ

ち
、
い
っ
し
ょ
に
竹
を
使
っ
て
、

竹
と
ん
ぼ
や
ウ
グ
イ
ス
笛
を
作

ろ
う
。
▼
と
き
＝
10
月
21
日
貍

午
後
１
時
半
〜
３
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者
（
た
だ
し
、
小
学
３
年
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

▼
定
員
＝
20
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
14
日

貍
午
後
５
時
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
E
メ
ー

ル
で
、
昔
の
お
も
ち
ゃ
作
り
参

加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話

番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入

の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

ビ
ー
ズ
を
使
っ
て
か
わ
い
い

立
体
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

▼
と
き
＝
笊
10
月
18
日
貉
笆
25

日
貉
笳
11
月
１
日
貉
笘
８
日
貉

の
午
後
４
時
〜
５
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
新
家
公
民
館
笆
青
少
年

セ
ン
タ
ー
笳
西
信
達
公
民
館
笘

信
達
公
民
館
▼
対
象
＝
市
内
の

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
▼

定
員
＝
各
20
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
200
円

（
材
料
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
10
月
13
日
貊
午
後
５
時

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
ビ
ー
ズ
で
マ

ス
コ
ッ
ト
参
加
希
望
、
希
望
場

所
（
笊
笆
笳
笘
の
い
ず
れ
か
）、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学

校
名
、
学
年
、
参
加
人
数
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い

踊
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
▼

と
き
＝
10
月
21
日
〜
平
成
19
年

３
月
24
日
の
毎
月
第
３
・
４
土

曜
日
（
全
12
回
）
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
（
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生

と
そ
の
保
護
者
▼
定
員
＝
20
名

▼
参
加
費
＝
無
料
（
た
だ
し
保

険
料
500
円
が
必
要
）
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
16
日
豺
ま

で
に
、
電
話
か
E
メ
ー
ル
で
、

よ
さ
こ
い
お
ど
り
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
参
加
人
数
、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

▼
と
き
＝
11
月
４
日
〜
25
日
の

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
２
時

半
（
全
４
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
市
内

の
小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

（
た
だ
し
小
学
４
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
の
こ
と
）
▼
定
員
＝

20
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
100
円
（
材
料
費
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
26

日
貅
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
で
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青
少

年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行

委
員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
10
月
21
日
貍

午
前
10
時
45
分
〜
12
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
＝
18
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど

も
に
本
な
ど
を
読
み
聞
か
せ
た

い
方
▼
内
容
＝
日
本
の
名
作
絵

本
（
民
話
・
創
作
）
朗
読
と
紹

介
▼
講
師
＝
い
ち
い
や
よ
こ
さ

ん
▼
定
員
＝
20
名
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電

話
か
E
メ
ー
ル
で
、
青
少
年
セ

ン
タ
ー
へ

４

ビ
ー
ズ
で

マ
ス
コ
ッ
ト

い
っ
し
ょ
に
つ
く
ろ
う

昔
の
お
も
ち
ゃ

年

ン

タ

｜

青

少

セ

よ
さ
こ
い
お
ど
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
込
み
の
方

に
は
、
２
・
３
日
中
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り

ま
す
の
で
届
か
な
い
場
合
は
青
少
年
セ
ン
タ

ー
へ
。
〒
５
９
０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井

８
・
13
・
18

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail：
seishonen-center@

city.sennan.
lg.jp

／
薀
484
３
５
０
０
蕭
482
５
４
２
５
）

パ
ソ
コ
ン
教
室
・
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
の
活
用
法
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▼
と
き
＝
10
月
25
日
貉
〜
29
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最

終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）
▼
と

こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
応
募
資
格
＝

15
歳
以
上
の
方
で
１
人
に
つ
き

２
点
以
内
（
自
作
・
未
発
表
の

も
の
）
▼
募
集
作
品
＝
洋
画

（
油
彩
画
・
水
彩
画
・
パ
ス
テ
ル

画
・
ア
ク
リ
ル
画
）
ま
た
は
日

本
画
の
平
面
作
品
で
６
号
〜
50

号
ま
で
の
額
装
（
壁
面
展
示
が

可
能
な
も
の
）
▼
出
品
料
＝
１

点
に
つ
き
３
千
円
▼
入
賞
＝
市

長
賞
・
会
長
賞
・
協
会
賞
等
、

出
品
記
念
品
を
進
呈
▼
主
催
＝

泉
南
市
文
化
協
会
、
泉
南
美
術

協
会
▼
出
品
申
込
み
＝
10
月
14

日
貍
ま
で
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が

み
へ
薀
485
１
１
１
１
（
日
・
祝

日
を
除
く
午
後
１
時
〜
５
時
）

▼
搬
入
日
＝
10
月
24
日
貂
午
後

１
時
に
直
接
お
願
い
し
ま
す

（
搬
入
不
可
の
方
は
前
日
ま
で
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
が
み
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
）
▼
問
合
せ
＝
生

涯
学
習
課
（
内
線
247
）

▼
と
き
＝
10
月
20
日
貊
〜
22
日

豸
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
た

だ
し
、
初
日
は
午
前
11
時
〜
、

最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
展
示
室

▼
内
容
＝
信
達
・
新
家
公
民
館

で
活
動
中
の
水
彩
画
グ
ル
ー
プ

の
作
品
を
展
示
▼
入
場
料
＝
無

料
▼
問
合
せ
＝
新
家
公
民
館
薀

483
９
３
１
４

市
民
の
皆
さ
ん
と
当
セ
ン
タ

ー
利
用
者
と
の
ふ
れ
あ
い
・
交

流
を
深
め
る
た
め
に
開
催
し
ま

す
。
▼
と
き
＝
10
月
15
日
豸
午

前
10
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

行
）
▼
と
こ
ろ
＝
砂
川
厚
生
福

祉
セ
ン
タ
ー
運
動
場
▼
内
容
＝

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
も
ぎ
店
、

バ
ザ
ー
等
▼
問
合
せ
＝
砂
川
厚

生
福
祉
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
寮
薀

482
２
８
８
１

障
害
を
お
持
ち
の
方
と
健
常

者
が
触
れ
合
う
楽
し
い
運
動
会

で
す
。
障
害
を
お
持
ち
の
方
の

募
集
と
、
当
日
一
緒
に
競
技
に

参
加
し
、
ま
た
お
手
伝
い
を
し

て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
10
月
29

日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼

と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼
内

容
＝
障
害
を
お
持
ち
の
方
と
健

常
者
が
一
緒
に
楽
し
め
る
運
動

会
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
13
日
貊

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
障
害
内
容

を
記
入
の
上
、
〒
５
９
０
・
０

５
２
１
泉
南
市
樽
井
６
・
22
・

３
　
樽
井
区
民
セ
ン
タ
ー
３
階

譖
泉
南
青
年
会
議
所
Ｆ
Ｕ
Ｎ
ｆ

ｕ
ｎ
ぴ
っ
く
係
へ
薀
483
５
９
２

５
蕭
483
０
７
１
５

▼
と
き
＝
11
月
13
日
豺
（
雨
天

の
場
合
は
20
日
豺
）
▼
集
合
＝

午
前
９
時
10
分
に
南
海
加
太
線

二
里
ヶ
浜

に
り
が
は
ま

駅
▼
解
散
＝
午
後
２

時
頃
に
南
海
加
太
線
加
太
駅

（
予
定
）
▼
コ
ー
ス
＝
二
里
ヶ
浜

駅
〜
森
林
公
園
〜
四
国
山

し
こ
く
や
ま

〜
山

頂
広
場
〜
休
暇
村
紀
州
加
太
芝

生
園
地
〜
加
太
駅
▼
対
象
＝
市

内
在
住
の
60
歳
以
上
で
完
歩
可

能
な
方
（
11
㎞
・
一
般
向
き
）

▼
定
員
＝
30
名
（
申
込
順
）
▼

参
加
費
＝
無
料
（
交
通
費
は
各

自
負
担
）
▼
そ
の
他
＝
昼
食
、

水
筒
は
各
自
用
意
。
靴
は
ハ
イ

キ
ン
グ
用
の
も
の
で
参
加
く
だ

さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10

月
23
日
豺
か
ら
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
（
あ
い
ぴ
あ
泉
南
内
、

土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）
へ
印

鑑
を
持
参
の
上
、
直
接
申
込
み

く
だ
さ
い
薀
482
１
０
２
７

▼
と
き
＝
11
月
18
日
、
25
日
、

12
月
２
日
、
16
日
、
平
成
19
年

１
月
６
日
、
20
日
、
２
月
３
日
、

17
日
、
３
月
３
日
、
17
日
の
土

曜
日
、
時
間
は
す
べ
て
午
前
11

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体

育
館
▼
内
容
＝
球
技
（
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

等
）
・
マ
ッ
ト
・
鉄
棒
・
縄
跳

び
・
柔
道
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

等
、
楽
し
み
な
が
ら
の
基
礎
体

力
づ
く
り
▼
対
象
＝
３
歳
〜
小

学
２
年
生
ま
で
の
子
ど
も
と
保

護
者
（
先
着
30
組
）
▼
参
加

費
＝
親
子
（
大
人
１
人
と
子
ど

も
１
人
）
で
３
千
円
（
対
象
の

子
ど
も
が
１
人
増
え
る
ご
と
に

１
５
０
０
円
追
加
）
▼
主
催
＝

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
21

日
貍
〜
29
日
豸
（
月
曜
午
後
、

火
曜
日
は
休
館
）
に
市
民
体
育

館
設
置
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
参
加
費
を
添

え
て
市
民
体
育
館
へ
薀
482
１
０

０
０

７

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

ハ
イ
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

第
26
回
砂
川
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

譖
泉
南
青
年
会
議
所
Ｆ
Ｕ
Ｎ

ｆ
ｕ
ｎ
ぴ
っ
く
２
０
０
６

泉
南
水
彩
画
グ
ル
ー
プ

展
を
開
催
し
ま
す

第
31
回
泉
南
美
術

協
会
展
を
開
催

みつけよう、あたらしい自分を…

今年も楽しい内容で、皆さんのご来場をおま

ちしています｡ 

新家公民館まつり
▼とき＝10月21日貍午前９時～午後５時、22日豸

午前９時～午後４時▼ところ＝新家公民館▼内

容＝クラブによる作品展示・演技発表・もぎ店

他▼その他＝お車でのご来場はご遠慮ください

▼問合せ＝新家公民館薀483－9314   

樽井公民館まつり
▼とき＝10月28日貍午前９時～午後５時、29日豸

午前９時～午後４時▼ところ＝樽井公民館▼内

容＝クラブによる作品展示・演技発表・もぎ店

他▼その他＝お車でのご来場はなるべくご遠慮

ください▼問合せ＝樽井公民館薀483－4361／e-

mail:tarui-k@city.sennan.lg.jp

親
と
子
の
基
礎
体
力

づ
く
り
教
室
参
加
者
募
集

人
形
劇
サ
ー
ク
ル
「Y

U
M
E
2

」

を
迎
え
ま
す
。
▼
と
き
＝
10
月

21
日
貍
午
前
10
時
〜
11
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
２
階
大

会
議
室
▼
内
容
＝
人
形
劇
『
赤

ず
き
ん
ち
ゃ
ん
』
人
形
劇
の
あ

と
、
セ
ン
タ
ー
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
登
録
も

で
き
ま
す
▼
定
員
＝
20
組
程
度

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
会
員
登
録
＝
一
丘

幼
稚
園
内
の
セ
ン
タ
ー
で
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
10
月
13
日
貊
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
参

加
者
全
員
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
泉
南
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

「
ほ
っ
と
み
る
く
」
へ
薀
蕭
483
９

６
６
５

保
育
所
（
園
）
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
い
な
い
方
、
親
子
で
遊

び
に
き
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相

談
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
笆
10
月
３
日
貂
、

11
月
７
日
貂
笳
笘
10
月
17
日
貂
、

11
月
21
日
貂
笙
10
月
10
日
貂
、

24
日
貂
、
11
月
14
日
貂
、
28
日

貂
笞
10
月
５
日
貅
、
19
日
貅
、

11
月
２
日
貅
、
16
日
貅
▼
保
育

所
名
・
連
絡
先
＝
笊
信
達
保
育

所
薀
483
４
６
４
２
笆
樽
井
保
育

所
薀
482
０
０
７
４
笳
浜
保
育
所

薀
484
２
６
６
０
笘
鳴
滝
第
一
保

育
所
薀
483
４
０
４
１
笙
ち
び
っ

こ
広
場
（
鳴
滝
第
２
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
薀
484
３
３

７
１
笞
コ
コ
ア
ン
ジ
ュ
新
家
薀

484
０
１
９
０
▼
開
放
時
間
＝
笊

〜
笙
午
前
10
時
〜
11
時
半
笞
午

後
１
時
半
〜
３
時
▼
問
合
せ
＝

子
育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

青
少
年
の
健
全
育
成
と
た
く

ま
し
い
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

図
る
事
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
11
月
５
日
豸
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
市

民
体
育
館
▼
対
象
＝
市
内
在
住

の
小
学
１
年
〜
６
年
生
の
男
女

お
よ
び
泉
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
加
入
者
▼
競
技
方
法
＝
▽
学

年
、
男
女
別
個
人
戦
（
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
方
式
）
▼
参
加
費
＝
無

料
▼
そ
の
他
＝
▽
表
彰
は
優
勝
、

準
優
勝
、
３
位
で
全
員
に
参
加

賞
あ
り
▽
競
技
中
に
発
生
し
た

け
が
等
に
つ
い
て
は
、
応
急
処

置
の
ほ
か
一
切
の
責
任
を
負
い

ま
せ
ん
▽
昼
食
は
各
自
ご
用
意

く
だ
さ
い
▽
上
靴
（
保
護
者
・

応
援
の
方
も
含
む
）
を
各
自
ご

持
参
く
だ
さ
い
▽
子
ど
も
の
行

き
帰
り
等
の
安
全
に
つ
い
て
は

各
ご
家
庭
で
ご
配
慮
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
＝
10
月
13
日
貊
ま
で

に
、
参
加
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
内
各
小
学

校
ま
た
は
生
涯
学
習
課
へ
▼
問

合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
252
）

笊
お
も
ち
ゃ
の
病
院

▼
と
き
＝
10
月
21
日
貍
、
22
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
▼
と

こ
ろ
＝
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
（
イ
オ

ン
り
ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
専
門
店
街
２
階
）

▼
内
容
＝
こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ

を
無
料
で
修
理
し
ま
す
（
た
だ

し
材
料
費
は
実
費
で
す
）
▼
注

意
＝
電
子
ゲ
ー
ム
機
な
ど
修
理

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

笆
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー

▼
と
き
＝
10
月
22
日
豸
午
後
１

時
、
３
時
（
各
30
分
公
演
）
▼

と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
ホ
ー
ル
▼
内

容
＝
歌
と
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
▼

参
加
費
＝
100
円
（
１
歳
以
上
）

笊
笆
と
も
当
日
午
前
10
時
か
ら

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
で
入
場
ま
た
は

受
付
整
理
券
を
配
布
▼
主
催
＝

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

第
７
回
ド
ン
グ
リ
コ
マ
ま
わ
し

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
＝
10
月
28
日
貍
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
小

学
校
体
育
館
▼
内
容
＝
ド
ン
グ

リ
コ
マ
ま
わ
し
の
タ
イ
ム
競
技

▼
募
集
部
門
＝
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

（
小
学
３
年
生
以
下
）、
シ
ニ
ア

の
部
（
小
学
４
年
生
以
上
）▼
定

員
＝
抽
選
で
20
組
（
各
部
門
５

人
１
組
）▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

参
加
希
望
団
体
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自

治
会
、
友
人
同
士
、
親
子
等
）

は
10
月
23
日
豺
ま
で
に
、
生
涯

学
習
課
、
各
公
民
館
設
置
の
用

紙
で
生
涯
学
習
課
へ
（
内
線
247
）

昨
年
大
好
評
を
い
た
だ
い
た

泉
南
市
商
工
祭
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
10
月
29
日
豸
▼
と
こ

ろ
＝
中
部
ポ
ン
プ
場
横
広
場
▼

内
容
＝
市
内
商
工
業
者
の
展
示

即
売
、
屋
台
コ
ー
ナ
ー
等
▼
市

民
参
加
イ
ベ
ン
ト
＝
世
界
最
長

の
「
あ
な
ご
押
し
寿
司
（
目
標

約
100
袤
）」
作
り
を
計
画
。
泉
南

市
内
在
住
の
５
歳
以
上
の
幼

児
・
小
学
生
の
参
加
者
（
約
500

名
）
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
参

加
希
望
者
は
商
工
祭
会
場
に
て

当
日
申
込
み
く
だ
さ
い
（
参
加

無
料
）
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商

工
会
青
年
部
薀
483
６
３
６
５

手
作
り
作
品
の
展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
10

日
貊
〜
12
日
豸
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
展
示
室
▼
応
募
資
格
＝
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
者
（
中
学

生
以
下
は
除
く
）
▼
募
集
部

門
＝
絵
画
・
生
花
・
陶
芸
▼
作

品
＝
１
人
１
部
門
に
つ
き
２
点

と
し
、
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
10
月
１
日
豸
〜
15
日
豸

（
２
日
豺
、
９
日
豢
、
10
日
貂
を

除
く
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

に
文
化
ホ
ー
ル
事
務
所
（
図
書

館
二
階
）
へ
薀
482
７
７
６
７

６

第
19
回
泉
南
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
出
展
者
募
集

ち
び
っ
こ
ず
も
う

泉
南
場
所

お
も
ち
ゃ
の
病
院
・

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
開
催

フ
ァ
ミ
サ
ポ
１
周
年

記
念
講
演
の
ご
案
内

商
工
祭
を

開
催
し
ま
す

ド
ン
グ
リ
コ
マ
ま
わ
し

大
会
参
加
団
体
を
募
集

保
育
所
（
園
）
で

遊
び
ま
せ
ん
か



泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で
は
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
３
日

豢
午
前
の
部
10
時
〜
、
午
後
の

部
１
時
半
〜
の
２
部
制
（
雨
天

決
行
）
▼
と
こ
ろ
＝
ブ
レ
ス
ガ

ー
デ
ン
（
屋
内
）
▼
対
象
＝
泉

南
市
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
▼

内
容
＝
秋
の
草
花
に
よ
る
寄
せ

植
え
の
作
製
▼
参
加
費
＝
１
千

円
（
当
日
徴
収
）
▼
定
員
＝
各

30
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
そ
の
他
＝
▽
当
日
、
返
信
ハ

ガ
キ
（
参
加
証
）
を
持
参
く
だ

さ
い
▽
材
料
の
植
木
鉢
、
土
、

花
等
は
、
開
場
で
準
備
し
ま
す
。

終
了
後
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ

さ
い
▽
同
伴
参
加
は
自
由
で
す

が
、
材
料
を
用
い
て
講
習
を
受

講
で
き
る
方
は
参
加
証
を
お
持

ち
の
方
の
み
で
す
▽
一
時
保
育

は
あ
り
ま
せ
ん
▽
欠
席
さ
れ
る

場
合
の
材
料
の
み
の
お
持
ち
帰

り
は
で
き
ま
せ
ん
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
10
月
16
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
講
習
会
午
前
の
部
ま
た
は

午
後
の
部
受
講
希
望
と
明
記
の

上
、
〒
５
９
０
・
０
５
９
２

（
住
所
不
要
）
泉
南
市
施
設
管
理

課
へ
（
内
線
582
）

▼
と
き
＝
10
月
19
日
貅
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
公
民
館
料
理
室
▼
講
師
＝
林
は
や
し

陽
子
よ
う
こ

さ
ん
▼
定
員
＝
20
名
（
申

込
順
）
▼
参
加
費
＝
500
円
▼
携

行
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、

ふ
き
ん
▼
主
催
＝
泉
南
市
Ａ
Ｂ

Ｃ
委
員
会
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
10
月
６
日
貊
〜
18
日
貉

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）午
前

９
時
〜
午
後
５
時
半
の
間
に
電

話
で
政
策
推
進
課
へ
（
内
線
287
）

▼
と
き
＝
11
月
６
日
豺
〜
８
日

貉
（
３
日
間
）
午
後
１
時
〜
４

時
▼
と
こ
ろ
＝
譖
泉
南
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
所
▼

対
象
＝
泉
南
市
内
に
在
住
す
る

満
59
歳
〜
64
歳
で
全
日
程
出
席

で
き
る
方
▼
内
容
＝
中
級
程
度

の
エ
ク
セ
ル
を
使
っ
た
表
の
作

成
等
▼
定
員
＝
10
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
受
講
料
＝
無

料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月

23
日
豺
〜
27
日
貊
の
期
間
に
譖

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
薀

483
８
６
６
１

環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
普
及
活
動

環
境
と
身
体
に
や
さ
し
い
石

鹸
（
ア
ロ
エ
と
米
ぬ
か
入
り
）

が
家
庭
で
簡
単
に
つ
く
れ
ま
す
。

▼
と
き
＝
10
月
28
日
貍
午
後
１

時
半
〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽

井
小
学
校
体
育
館
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
主

催
＝
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

247
）写

真
機
の
扱
い
方
、
ス
ナ
ッ

プ
の
写
し
方
に
つ
い
て
講
習
し

ま
す
。
▼
と
き
＝
10
月
20
日
貊

午
後
１
時
〜
３
時
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
２
階
大
会
議
室
▼

講
師
＝
写
真
ク
ラ
ブ
会
員
▼
持

ち
物
＝
お
手
持
ち
の
写
真
機

（
写
真
機
能
を
持
っ
て
い
る
も
の

何
で
も
可
）
▼
主
催
＝
泉
南
市

文
化
協
会
▼
参
加
料
・
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
247
）

当
日
は
、
今
村

い
ま
む
ら

克
彦

か
つ
ひ
こ

さ
ん
の

教
え
子
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

「
関
西
京
都
今
村
組
」
の
演
舞
も

行
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
12

日
豸
午
後
１
時
〜
３
時
15
分
▼

と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
講

師
＝
今
村
克
彦
さ
ん
（
元
小
学

校
教
諭
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

定
員
＝
500
名
（
申
込
順
）
▼
主

催
＝
泉
南
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
31
日

貂
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
手
話
通
訳
お
よ
び
一

時
保
育
の
要
否
（
一
時
保
育
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど
も

の
名
前
、
生
年
月
日
、
性
別
）

を
明
記
の
上
、
生
涯
学
習
課
へ

（
内
線
247
蕭
483
７
３
０
６
／e

-

m
ail:syougai@

city.sennan.lg

.jp

）「
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
？
里
親
子
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
」
里
親
制
度
を
広
め

る
た
め
府
民
を
対
象
に
里
親
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼

と
き
＝
10
月
28
日
貍
午
後
１
時

半
〜
４
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
大
阪

市
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
（
地

下
鉄
谷
町
線
・
阿
倍
野
駅
下
車

２
分
）
▼
内
容
＝
里
親
子
の
体

験
発
表
会
▼
費
用
＝
無
料
▼
一

時
保
育
＝
１
歳
〜
就
学
前
の
子

ど
も
定
員
20
名
（
要
予
約
・
申

込
順
）
▼
主
催
＝
大
阪
府
・
大

阪
里
親
連
合
会
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
大
阪
府
中
央
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
へ
薀
０
７
２
・
８

２
８
・
０
１
６
１

▼
と
き
＝
11
月
15
日
貉
午
後
２

時
〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
大
会
議
室
▼
テ
ー
マ
＝

「
こ
れ
か
ら
の
障
害
者
福
祉
に
つ

い
て
」
〜
障
害
者
自
立
支
援
法

施
行
と
今
後
の
障
害
者
福
祉
の

動
向
〜
▼
講
師
＝
富
田
と
み
た

昌
吾

し
ょ
う
ご

さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
寝
屋
川
市
民

た
す
け
あ
い
の
会
事
務
局
長
）

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

▽
手
話
通
訳
あ
り
▽
セ
ン
タ
ー

和
太
鼓
集
団
「
ど
ん
ど
鼓
」
の

演
奏
▼
問
合
せ
＝
大
阪
府
立
砂

川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
企
画
調

整
課
薀
482
２
８
８
１

９

砂
川
厚
生
福
祉
セ
ン
タ
ー

第
23
回
福
祉
公
開
講
座

中
国
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
す

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

「
夢
の
見
つ
け
方
教
え
た
る
」

今
村
克
彦
氏
講
演
会

食
廃
油
か
ら

石
鹸
づ
く
り
体
験

第
１
回
文
化
サ
ロ
ン

誰
に
で
も
写
せ
る
写
真
入
門

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す

体
育
協
会
創
立
50
周
年
記
念
大
会

第
15
回
泉
州
国
際
市
民
マ
ラ

ソ
ン
優
先
出
場
権
を
獲
得
で
き

ま
す
。
▼
と
き
＝
11
月
３
日
豢

（
小
雨
決
行
）
受
付
は
午
前
８
時

40
分
〜
９
時
５
分
▼
集
合
場

所
＝
り
ん
く
う
体
育
館
（
大
阪

府
南
部
広
域
防
災
拠
点
）
▼
コ

ー
ス
＝
り
ん
く
う
南
浜
周
辺
▼

対
象
＝
泉
南
地
区
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方
▼
種
目
＝
▽
小
学
生

の
部
（
高
学
年
５
〜
６
年
生
）

男
子
・
女
子
と
も
２
㎞
▽
中
学

生
の
部
男
子
３
㎞
・
女
子
２
㎞

▽
一
般
の
部
男
子
・
女
子
と
も

８
㎞
▽
壮
年
の
部
（
40
歳
以
上
）

男
子
３
㎞
・
女
子
２
㎞
▽
学
童

の
部
（
小
学
生
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー

の
部
（
保
護
者
と
小
学
生
）、
シ

ル
バ
ー
の
部
（
60
歳
以
上
）
１

㎞
▼
参
加
費
＝
一
般
、
壮
年
の

部
は
150
円
（
そ
の
他
は
無
料
）

▼
そ
の
他
＝
学
童
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
、
シ
ル
バ
ー
の
部
は
オ
ー
プ

ン
種
目
で
表
彰
な
し
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
10
月
９
日
豢
ま

で
に
（
月
曜
午
後
、
火
曜
日
は

休
館
）
参
加
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
民
体
育
館

へ
薀
482
１
０
０
０

世
界
遺
産
「
熊
野
三
山
参
詣

く
ま
の
さ
ん
ざ
ん
さ
ん
け
い

道み
ち

」
に
繋
が
る
熊
野
街
道
が
泉

南
市
を
縦
断
し
て
い
ま
す
。
熊

野
街
道
ウ
ォ
ー
ク
に
伴
う
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
泉
南
の
宝
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

笊
第
一
日
目

「
熊
野
街
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

▼
と
き
＝
11
月
４
日
貍
午
後
１

時
〜
３
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い

ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室
▼
内
容
＝

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏
輊
一
期

一
会
軫
／
沖
縄
の
歌
（
花
・
涙

そ
う
そ
う
・
十
九
の
春
・
島

唄
・
安
里
屋

あ
さ
ど
や

ユ
ン
タ
）▽
講
話
／

井
戸
い
ど

智
樹
と
も
き

（
歴
史
街
道
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）▽
談
義
／
中
奥
な
か
お
く

良
則

よ
し
の
り

（
総
務
省
地
域
再
生
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
）・
井
戸
智
樹
（
歴
史

街
道
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）・

朝
廣

あ
さ
ひ
ろ

佳
子
よ
し
こ

（
観
光
カ
リ
ス
マ
な

ら
燈
花
会

と
う
か
え

の
会
）・
松
田
ま
つ
だ

秀
逸

し
ゅ
う
い
つ

（
山
田
家
住
宅
保
存
活
用
協
議

会
）
・
森
広

も
り
ひ
ろ

浩
允

ひ
ろ
み
つ

（
熊
野
街
道

信
達
宿

し
ん
だ
ち
じ
ゅ
く

藤
保
存
会
）

笆
第
二
日
目

「
熊
野
街
道
フ
ェ
ス
タ
」

▼
と
き
＝
11
月
５
日
豸
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
史

跡
海
会
寺
跡
広
場
（
信
達
大
苗

代
／
泉
南
朝
市
・
和
太
鼓
・
南

京
玉
す
だ
れ
等
）、
藤
の
梶
本
家

（
信
達
牧
野
／
藤
と
泉
南
の
名
所

旧
跡
写
真
展
）

▼
参
加
費
＝
笊
笆
と
も
無
料
▼

申
込
み
＝
笊
笆
と
も
不
要
▼
主

催
＝
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
▼

問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

247
）泉

南
、
紀
北
の
古
民
家
を
め

ぐ
る
「
紀
泉
古
民
家
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
▼

と
き
＝
10
月
14
日
貍
〜
11
月
12

日
豸
▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
参
加

古
民
家
＝
山
田
家
住
宅
（
泉
南

市
・
国
登
録
文
化
財
）
ほ
か
泉

南
市
外
７
か
所
▼
開
館
時
間
＝

土
・
日
・
祝
日
の
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
▼
主
催
＝
文
化
庁

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
泉
州
佐
野
に
ぎ
わ

い
本
舗
）
▼
問
合
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
泉
州
佐
野
に
ぎ
わ
い
本
舗

薀
469
５
６
７
３

古
民
家
が
21
世
紀
に
今
、
語

り
か
け
る
も
の
〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
魅
力
・
活
用
を
考
え
る
〜

▼
と
き
＝
10
月
29
日
豸
午
後
１

時
半
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝

山
田
家
住
宅
▼
講
師
＝
櫻
井

さ
く
ら
い

敏
雄

と
し
お

さ
ん
（
近
畿
大
学
大
学
院

教
授
）・
松
田

ま
つ
だ

秀
逸

し
ゅ
う
い
つ

さ
ん
（
泉
南

案
内
人
の
会
会
長
）▼
参
加
費
＝

無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
247
）

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
10
月

21
日
貍
午
前
９
時
半
岡
田
浦
駅

集
合
（
雨
天
中
止
）
▼
コ
ー

ス
＝
第
一
部
▽
岡
田
浦
駅
〜

里
外
り
げ

神
社
〜
岡
田
浦
漁
港
〜
り

ん
く
う
南
浜
公
園
〜
西
光
寺

さ
い
こ
う
じ

・

安
楽
寺

あ
ん
ら
く
じ

・
明
覚
寺

み
ょ
う
か
く
じ

〜
マ
ー
ブ
ル

ビ
ー
チ
〜
赤
レ
ン
ガ
の
建
物
〜

山
の
井

や
ま
の
い

遺
跡
〜
天
神

て
ん
じ
ん

の
森
（
第

一
部
終
了
・
休
憩
・
昼
食
）
第

二
部
▽
天
神
の
森
〜
男
里
川

お
の
さ
と
が
わ

干
潟
ひ
が
た

〜
台
場
跡

だ
い
ば
あ
と

〜
受
法

じ
ゅ
ほ
う

寺じ

・

専
徳
寺

せ
ん
と
く
じ

〜
樽
井
役
場
跡
・
山
の

井
神
社
跡
〜
樽
井
の
山
の
井
遺

跡
〜
道
祖
神

ど
う
そ
じ
ん

〜
南
泉
寺

な
ん
せ
ん
じ

〜
茅
淳
ち
ぬ

神
社
〜
樽
井
駅
（
解
散
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
50
名

（
申
込
順
）
▼
そ
の
他
＝
▽
歩
き

易
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

▽
弁
当
・
飲
料
は
各
自
ご
持
参

く
だ
さ
い
▼
主
催
＝
泉
南
市
Ａ

Ｂ
Ｃ
委
員
会
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
10
月
16
日
豺
ま
で
に
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ご
記
入
の
上
、
〒
５
９

０
・
０
５
９
２
（
住
所
不
要
）

泉
南
市
生
涯
学
習
課
へ
（
内
線

217
蕭
483
７
３
０
６
／

e-m
ail:syougai@

city.sennan.

lg.jp

）

▼
と
き
＝
10
月
21
日
貍
・
22
日

豸
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
山

田
家
の
説
明
は
22
日
の
み
、
わ

ら
細
工
は
22
日
午
後
１
時
〜
２

時
、
コ
ン
サ
ー
ト
は
22
日
午
後

２
時
か
ら
）
▼
と
こ
ろ
＝
山
田

家
住
宅
▼
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
展
＝

サ
ン
グ
リ
ー
ン
・
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
ク
ラ
ブ
▼
わ
ら
細
工
＝
わ
ら

じ
・
ム
シ
ロ
の
製
作
実
演
と
体

験
（
子
ど
も
の
参
加
歓
迎
し
ま

す
）
▼
演
奏
＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

和
な
ご
み

、
ザ
・
お
じ
さ
ん
ず
▼
内

容
＝
フ
ォ
ー
ク
、
タ
ン
ゴ
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
他
▼
入
場
料
・
申
込

み
＝
不
要
（
た
だ
し
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
代
100
円
の
協
力
金
を
任

意
で
お
願
い
し
ま
す
）
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
248
）

８

第
３
回
熊
野
街
道

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

歴
史
文
化
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

泉
南
再
発
見
浜
街
道

第
22
回
泉
南
市
り
ん

く
う
マ
ラ
ソ
ン
大
会

紀
泉
古
民
家
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

古
民
家
の
魅
力
や
活
用

に
関
す
る
講
演
会

山
田
家
公
開
＆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

展
＆
わ
ら
細
工
＆
コ
ン
サ
ー
ト



時
〜
午
後
３
時
▼
と
こ
ろ
＝
信

達
中
学
校
中
庭
、
体
育
館
、
１

階
校
舎
等
▼
テ
ー
マ
＝
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
・
信
頼
関

係
を
築
き
地
域
全
体
で
子
育
て

の
基
盤
を
構
築
▼
内
容
＝
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
も
ぎ
店
、
体
験
ふ

れ
あ
い
ゲ
ー
ム
等
▼
問
合
せ
＝

信
達
中
学
校
校
区
地
域
教
育
協

議
会
事
務
局
（
信
達
中
学
校
）

薀
484
１
２
０
０

行
政
書
士
が
様
々
な
ご
相
談

に
お
答
え
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
▼
と
き
＝
10
月
28
日
貍
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ

ろ
＝
阪
南
市
サ
ラ
ダ
ホ
ー
ル
▼

相
談
内
容
＝
相
続
・
遺
言
、
各

種
許
認
可
、
各
種
法
人
設
立
、

交
通
事
故
、
契
約
書
等
▼
問
合

せ
＝
大
阪
府
行
政
書
士
会
泉
州

支
部
薀
484
８
３
３
３

10
月
16
日
豺
〜
22
日
豸
の
総

務
省
の
行
政
相
談
週
間
に
あ
わ

せ
、
総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政
相

談
委
員
が
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
国
や
公
団
、
公
社
な

ど
の
仕
事
に
対
す
る
意
見
な
ど

も
含
め
相
談
に
応
じ
ま
す
。
▼

と
き
＝
10
月
19
日
貅
午
後
２
時

〜
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
イ
オ
ン
り

ん
く
う
泉
南
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

２
階
）
▼
行
政
相
談
委
員
＝
金か
な

田た

辰
之

た
つ
ゆ
き

／
男
里
／
薀
483
６
９
２

５
・
松
本

ま
つ
も
と

啓
子
け
い
こ

／
新
家
／
薀
482

０
８
７
７
▼
そ
の
他
＝
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
商

工
労
働
課
（
内
線
583
）

ま
た
、
総
務
省
・
近
畿
管
区

行
政
評
価
局
で
も
「
住
宅
・
登

記
・
税
金
・
年
金
な
ど
行
政
な

ん
で
も
相
談
」
を
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
10
月
17
日
貂
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
＝
大

丸
百
貨
店
大
阪
心
斎
橋
店
本
館

７
階
特
設
会
場
▼
出
席
機
関
＝

大
阪
法
務
局
、
大
阪
国
税
局
、

宅
建
業
協
会
、
弁
護
士
会
な
ど

11
機
関
▼
問
合
せ
＝
総
務
省
・

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
行
政
相

談
課
薀
０
６
・
６
９
４
１
・
８

３
５
８

就
職
を
希
望
す
る
方
と
、
人

材
を
求
め
る
企
業
を
一
堂
に
会

し
た
合
同
就
職
面
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
本
面
接
会
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
事
業
所
は
、
商
工

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
泉
南
・
阪
南
市
内
の
事
業

所
に
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
と

き
＝
11
月
16
日
貅
午
後
１
時
〜

４
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
対
象
＝
中
途
就
職
を
希
望

し
て
い
る
方
（
正
社
員
・
パ
ー

ト
）
▼
内
容
＝
就
職
面
接
会
、

求
人
情
報
、
職
業
適
性
診
断
、

労
働
相
談
、
就
労
支
援
講
座

（
履
歴
書
・
職
歴
書
の
書
き
方
）

等
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
参
加
予

定
企
業
＝
泉
南
・
阪
南
市
内
ま

た

は

近

隣

の

事

業

所

（
15
〜
20
社
）
▼
そ
の
他
＝
▽
当

日
面
接
を
受
け
ら
れ
る
方
は
履

歴
書
持
参
く
だ
さ
い
▽
就
労
支

援
講
座
（
履
歴
書
・
職
歴
書
の

書
き
方
）
の
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
事
前
に
電
話
で
申
込
み

く
だ
さ
い
。
定
員
20
名
（
申
込

順
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉

南
市
商
工
会
へ
薀
483
６
３
６
５

▼
職
種
＝
事
務
職
員
▼
資
格
＝

昭
和
22
年
４
月
２
日
〜
昭
和
63

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
で
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作

の
で
き
る
方
（
学
歴
不
問
）
▼

採
用
予
定
人
員
＝
１
名
▼
試
験

日
＝
10
月
20
日
貊
（
筆
記
・
面

接
試
験
）
▼
採
用
予
定
日
＝
11

月
１
日
貉
▼
募
集
要
項
の
配

布
＝
10
月
２
日
豺
か
ら
市
民
課

で
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月

４
日
貉
〜
13
日
貊
の
期
間
に
市

民
課
へ
（
内
線
258
・
549
）

▼
職
種
＝
笊
権
利
擁
護
事
業
の

生
活
支
援
員
笆
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

（
障
害
者
相
談
支
援
事
業
）
の
事

務
職
員
▼
資
格
＝
笊
昭
和
27
年

４
月
２
日
〜
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
介

護
支
援
専
門
員
ま
た
は
訪
問
介

護
員
１
級
課
程
、
２
級
課
程
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
し
、
簡

単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
方
（
学
歴
不
問
）
笆
昭
和
27

年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

障
害
者
施
設
で
の
３
年
以
上
の

実
務
経
験
の
あ
る
方
、
ま
た
は

障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従

事
者
研
修
を
修
了
し
た
方
で
、

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
方
（
学
歴
不
問
）
▼
採
用

予
定
人
員
＝
笊
笆
各
１
名
▼
試

験
日
＝
笊
笆
と
も
11
月
11
日
貍

▼
採
用
予
定
日
＝
笊
平
成
18
年

12
月
１
日
予
定
笆
平
成
19
年
４

月
１
日
予
定
▼
要
項
の
配
布
＝

笊
笆
と
も
10
月
11
日
貉
か
ら
泉

南
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
笊
笆
と
も
10

月
20
日
貊
〜
31
日
貂
の
期
間
に

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
薀

482
１
０
２
７

▼
資
格
＝
昭
和
46
年
４
月
２
日

〜
昭
和
63
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
100
袤
を
ク
ロ
ー
ル
で

２
分
以
内
に
泳
げ
る
方
（
学
生

不
可
）
▼
勤
務
日
＝
水
曜
日
〜

日
曜
日
▼
勤
務
時
間
＝
①
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
②
午
後
２
時

〜
午
後
８
時
（
①
②
を
隔
週
交

代
）
▼
募
集
人
員
＝
若
干
名
▼

試
験
日
＝
10
月
下
旬
（
予
定
）

▼
試
験
内
容
＝
泳
力
検
査
お
よ

び
面
接
▼
任
用
予
定
日
＝
11
月

初
旬
（
予
定
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
１
日
豸
か
ら
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
10
月
１
日
豸
〜
22

日
豸
（
休
館
日
を
除
く
）
に
サ

ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル
へ
薀
484
２

６
２
７

11

総
務
省
の

行
政
相
談
週
間

非
常
勤
嘱
託
職
員
／
事

務
職
員
を
募
集
し
ま
す

大
阪
府
行
政
書
士
会

泉
州
支
部
無
料
相
談
会

泉
南
・
阪
南
合
同
就
職
面
接
会

参
加
企
業
・
参
加
者
募
集

泉
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
嘱
託
を
募
集

サ
ン
エ
ス
温
水
プ
ー
ル

臨
時
的
任
用
職
員
募
集

社
会
見
学
・
体
験
・
教
養
講

座
な
ど
を
通
じ
て
、
高
齢
者
の

社
会
問
題
な
ど
を
様
々
な
側
面

か
ら
学
習
し
ま
す
。
▼
と
き
＝

10
月
〜
平
成
19
年
１
月
ま
で
の

主
に
木
曜
日
、
月
２
回
程
度

（
全
７
回
程
度
予
定
）
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
、
新
家
公
民

館
▼
対
象
＝
す
べ
て
の
講
座
に

参
加
可
能
な
市
内
在
住
の
お
お

む
ね
60
歳
以
上
の
方
▼
定
員
＝

各
公
民
館
25
名
▼
参
加
費
＝
体

験
・
見
学
・
バ
ス
ツ
ア
ー
等
に

か
か
る
費
用
は
実
費
と
な
り
ま

す
▼
説
明
会
＝
新
家
公
民
館
は

10
月
19
日
貅
午
前
10
時
〜
11
時

半
。
樽
井
公
民
館
は
10
月
19
日

貅
午
後
２
時
〜
３
時
半
▼
申
込

み
＝
受
講
希
望
の
公
民
館
説
明

会
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

説
明
会
参
加
の
う
え
、
内
容
を

ご
確
認
後
、
参
加
申
込
み
を
受

付
け
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公

民
館
薀
483
４
３
６
１

審
議
委
員
と
参
加
者
の
み
な

さ
ん
で
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
３

月
の
教
育
問
題
審
議
会
答
申
に

示
さ
れ
た
教
育
の
基
本
理
念
と

新
た
な
施
策
の
展
開
を
実
現
す

る
た
め
、
学
校
規
模
適
正
化
に

む
け
て
全
市
的
な
校
区
再
編
の

具
体
案
に
つ
い
て
、
新
た
に
発

足
し
た
教
育
問
題
審
議
会
に
諮

問
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の

方
と
意
見
交
換
し
て
今
後
の
審

議
の
参
考
に
す
る
た
め
、
審
議

委
員
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と
で

語
る
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
と

き
・
と
こ
ろ
＝
次
の
と
お
り

▼
そ
の
他
＝
一
時
保
育
有
り

（
10
月
10
日
貂
ま
で
に
指
導
課

へ
）
▼
問
合
せ
＝
指
導
課
（
内

線
359
）

子
育
て
中
の
保
護
者
の
み
な

さ
ん
！
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
11
月
27
日
豺
午
後
１
時
〜

２
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ

泉
南
１
階
大
会
議
室
▼
テ
ー

マ
＝
子
育
て
中
の
あ
な
た
へ
・

パ
ー
ト
10
「
食
べ
る
・
生
き

る
・
育
つ
〜
食
生
活
の
重
要
性

に
つ
い
て
〜
」
▼
講
師
＝
坂
本

さ
か
も
と

廣
子

ひ
ろ
こ

さ
ん
（
サ
カ
モ
ト
キ
ッ
チ

ン
ス
タ
ジ
オ
）
▼
費
用
＝
無
料

▼
一
時
保
育
＝
50
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
保
険
料
と
し
て

30
円
必
要
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
11
月
７
日
貂
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
（
幼
稚
園
・
保
育

所
・
公
民
館
等
に
設
置
）
ま
た

は
往
復
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
携
帯
不
可
）
で
参
加
者

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
（
一

時
保
育
を
希
望
の
方
は
子
ど
も

の
氏
名
、
生
年
月
日
も
併
記
）

を
記
入
の
上
、
〒
５
９
０
・
０

５
２
１
泉
南
市
樽
井
１
・
８
・

47

泉
南
市
子
ど
も
支
援
セ
ン

タ
ー
家
庭
児
童
相
談
室
へ
薀
485

１
５
８
６
蕭
483
７
６
６
７
／e-

m
ail:jid

ou
-f@
city
.sen
n
an
.lg
.

jp

泉
南
市
の
公
立
幼
稚
園
で
は
、

文
部
科
学
省
か
ら
「
幼
稚
園
に

お
け
る
親
の
子
育
て
力
向
上
推

進
事
業
」
の
委
託
を
う
け
、
一

般
の
方
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
講
座
を
企
画
し
ま
し
た
。

笊
「
相
沢

あ
い
ざ
わ

康
夫

や
す
お

さ
ん
の
お
も
ち

ゃ
遊
び
」
講
演
会
と
積
み
木
シ

ョ
ー
▼
と
き
＝
10
月
10
日
貂
午

前
９
時
半
〜
11
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
新
家
南
幼
稚
園
▼
対
象
＝

３
歳
児
以
上
の
幼
児
と
保
護
者
。

お
と
な
だ
け
の
参
加
も
可
能
で

す
▼
講
座
申
込
締
切
＝
10
月
６

日
貊
　
　
　
　
　
　
　
　

笆「
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
」
に

つ
い
て
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
大
人
の
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▼
と
き
＝

10
月
16
日
豺
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
幼
稚
園
▼
講

座
申
込
締
切
＝
10
月
13
日
貊

笳
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ん
ぱ
わ
め
ん

と
堺
に
よ
る
性
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
【
Ｓ
Ａ
Ｙ
（
性
・
生
）
の
会
】

▼
と
き
＝
10
月
19
日
貅
午
前
９

時
半
〜
11
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
新

家
南
幼
稚
園
▼
一
時
保
育
＝
定

員
15
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
一
時
保
育
・
講
座
申
込
締

切
＝
10
月
10
日
貂

笘
松
木
ま
つ
き

正
た
だ
し

さ
ん
の
父
親
講
座

№
１
〜
父
と
子
ど
も
の
お
得
な

お
話
〜
▼
と
き
＝
10
月
22
日
豸

午
前
９
時
半
〜
正
午
▼
と
こ

ろ
＝
樽
井
公
民
館
▼
対
象
＝
父

親
（
両
親
で
の
参
加
可
）
▼
一

時
保
育
＝
定
員
15
名
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
一
時
保
育
・

講
座
申
込
締
切
＝
10
月
10
日
貂

▼
注
意
＝
笊
〜
笘
の
講
座
で
多

数
の
場
合
は
抽
選
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
指
導
課
へ
（
内
線
359

蕭
483
７
３
０
６
／e-m

ail:sid
ou

@
city.sennan.lg.jp

11
月
21
日
貂
〜
12
月
16
日
貍

ま
で
を
、「
泉
南
・
子
ど
も
と
お

と
な
の
わ
く
わ
く
夢
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」

と
し
て
、
就
学
前
の
子
ど
も
と

保
護
者
を
対
象
に
、
様
々
な
企

画
を
行
い
ま
す
。
12
月
16
日
貍

は
「
夢
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
は
っ
ぴ
ぃ
Ｄ

Ａ
Ｙ
！
」
と
し
て
「
フ
ロ
ア
ー

の
部
」「
ス
テ
ー
ジ
の
部
」
を
設

け
、
楽
し
い
遊
び
や
役
に
立
つ

情
報
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

▼
と
き
＝
12
月
16
日
貍
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
▼
と
こ
ろ
＝
一

丘
幼
稚
園
▼
対
象
＝
就
学
前
の

子
ど
も
と
保
護
者
▼
主
催
＝
子

ど
も
関
係
機
関
連
絡
会
議
・
子

育
て
支
援
部
会
▼
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
課
（
内
線
281
）

▼
と
き
＝
11
月
３
日
豢
午
前
11

10

子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

パ
ー
ト
10
を
開
催

シ
ニ
ア
い
き
い
き
講
座
・

後
期
講
座
生
募
集

「
泉
南
市
の
教
育
を
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
す

子
育
て
力
Ｕ
Ｐ
講
座
を

開
催
し
ま
す

月
　
日
貍 

午
後
７
時
〜
９
時 
信
達
中
学
校 

体
育
館 

と
き 

と
こ
ろ 

10

14
月
　
日
豺 

午
後
７
時
〜
９
時 

一
丘
中
学
校 

体
育
館 

10

16
月
　
日
貍 

午
後
２
時
〜
４
時 

西
信
達
小
学
校 

体
育
館 

10

21
月
　
日
貍 

午
後
７
時
〜
９
時 

泉
南
中
学
校 

体
育
館 

10

21

泉
南
・
子
ど
も
と
お
と
な

の
わ
く
わ
く
夢
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ

「
フ
ェ
ス
タ
し
ん
だ
ち
の

ワ
ッ
！
」
開
催



国
庫
債
券
の
交
付
を
受
け
た
記
名
者

が
、
次
の
笊
ま
た
は
笆
に
該
当
さ
れ
、

か
つ
厚
生
労
働
省
地
方
厚
生
局
長
よ
り

国
庫
債
券
の
「
買
上
げ
を
必
要
と
す
る

旨
の
証
明
」
を
受
け
た
方
は
、
買
上
げ

の
日
後
に
償
還
金
の
支
払
期
日
が
到
来

す
る
賦
札
全
部
に
つ
い
て
一
定
の
利
率

で
割
り
引
か
れ
た
金
額
で
特
別
買
上
償

還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ

い
。
買
上
償
還
申
込
書
は
生
活
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
笊
生
活
保
護
法
第
11
条
に
規

定
す
る
保
護
を
受
け
て
い
る
方

笆
現
に
笊
で
は
な
い
が
、
著
し
く
生
活

に
困
窮
し
て
い
る
方
で
福
祉
事
務
所
長

が
保
護
を
要
す
る
状
態
に
陥
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
た
方

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
・

279
）

13

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

10月5日,12日,26日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

イオンりんくう 
泉南ショッピング 
センター２階 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

市役所別館2階 
商工労働課前 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

商工労働課 
薀483-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀485-1586

知的障害者相談 

市役所 
子育て支援課 

市役所 
税務課 

市役所 
国民健康保険課 

子育て支援課 
薀483-0001 
（内線242） 

税務課 
薀483-0001 
（内線233） 
国民健康保険課 
薀483-0001 
（内線259） 

高齢障害介護課 
薀483-0001

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀482-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀483-3755

人権協会 
薀485-1401

農業委員会事務局 
薀483-0001

教育相談 

月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権協会 
薀485-1401

市役所別館2階 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館2階 
商工労働課 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀482-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館2階 
商工労働課 市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域就労支援センター 
薀485-1401 
薀483-6447

税務課 
薀483-0001 
（内線239） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎月第1・3月曜日 
午後2時～3時（整形外科医） 
毎月第2・4木曜日 
午後1時半～2時半（内科医） 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀485-0707

健康相談 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 
毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時45分 
　　　　～８時 

（カウンセリング） 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
482－4111

10月19日貅 
午後2時～4時 

関西国際空港情報：№77

関空展望ホールで
「デザート＆ブッフェ」開催！
展望ホール内レストラン「レ

ジェンド　オブ　コンコルド」

にて、デザート＆ブッフェを開

催します。飛行機の離発着を眺

めながら、軽食やデザートをお

好きなだけお召し上がりいただ

けます。期間中の展望ホールは

ハロウィンの装飾で彩られます

ので、併せてお楽しみください。

▼とき＝10月14日貍～29日豸の

土・日のみ午後２時～５時（予

定）

料金等、詳しくはホームペー

ジをご覧ください

http://www.kansai-airport.or.jp/

▼問合せ＝「レジェンド　オブ

コンコルド」（午前11時～午後８

時年中無休）薀455－2096

ダイニングコート「町家小路
まちやこうじ

」
～関西の有名店が勢揃い～

フードコートスタイルの関空

の新グルメスポット「町家小路」

には、全13の専門店が揃います。

焼きたてパンやスープ専門店か

ら有名イタリアンや関西の老舗

洋食店まで、幅広いショップで

皆様をお迎えします。関空オリ

ジナルメニューやテイクアウト

も充実しています。ぜひご利用

ください。

▼ところ＝旅客ターミナルビル

２階北側

▼問合せ＝455－2500（空港案内）

第
８
回
特
別
弔
慰
金
国
庫
債
券

の
特
別
買
上
償
還
の
申
込
み

老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り
高
い
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
付

加
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
毎
月
の

国
民
年
金
保
険
料
に
400
円
の
付
加
保
険

料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、
上

乗
せ
の
付
加
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
。
付
加
年
金
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
国
民
年
金

の
第
１
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
で
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶

予
を
受
け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金

に
加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ

ん
。
付
加
保
険
料
の
額
は
１
か
月
400
円

で
、
付
加
年
金
の
額
は
「
200
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
つ
ま
り
、

保
険
料
400
円
に
対
し
て
年
金
額
200
円
で

す
か
ら
、
受
給
開
始
か
ら
２
年
間
で
付

加
保
険
料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
年
よ
り
長
く
年

金
を
受
け
取
る
方
に
は
お
得
に
な
り
ま

す
。
付
加
保
険
料
は
市
役
所
で
手
続
き

を
し
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
の
納
付
に

な
り
ま
す
。
任
意
加
入
で
す
の
で
、
希

望
す
る
時
に
随
時
辞
退
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
255
）

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険
者
）

の
介
護
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
の
天
引
き
）
で
き
る
対
象
年
金
は
、

老
齢
・
退
職
年
金
（
年
間
18
万
円
以
上
）

の
み
で
し
た
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

平
成
18
年
10
月
か
ら
新
た
に
障
害
年
金

お
よ
び
遺
族
年
金
に
つ
い
て
も
、
介
護

保
険
料
を
特
別
徴
収
で
き
る
対
象
年
金

（
年
間
18
万
円
以
上
）
と
な
り
ま
す
。
平

成
18
年
10
月
支
給
分
の
障
害
年
金
お
よ

び
遺
族
年
金
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年
６
月
中
旬
に

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
「
平
成
18
年

度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
兼
特
別
徴

収
決
定
通
知
書
」
に
て
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
な
お
、
今
ま
で
ど
お
り
、
介
護
保

険
料
の
算
定
の
際
に
障
害
年
金
お
よ
び

遺
族
年
金
の
受
給
額
は
所
得
に
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
537
）

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
25
条
で
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
別
記
様
式
第
３
号
の

改
正
に
よ
り
、
平
成
18
年
10
月
１
日
以

降
に
手
帳
の
新
規
交
付
・
更
新
・
等
級

変
更
・
再
交
付
の
申
請
を
さ
れ
る
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
書
に
手
帳
貼
付

用
の
写
真
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
貼
付
用

の
写
真
（
縦
４
㎝
×
横
３
㎝
）
と
申
請

書
類
一
式
を
ご
持
参
の
上
、
窓
口
に
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
有
効
期
限
が
残
っ
て
い
る
方

に
つ
き
ま
し
て
も
、
写
真
貼
付
の
様
式

に
変
更
が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の
方
は

貼
付
用
の
写
真
、
印
鑑
、
手
帳
を
ご
持

参
の
上
、
窓
口
に
て
再
発
行
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
543
）

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を
祝
福
し
、

福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

敬
老
祝
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
継

続
し
て
泉
南
市
に
居
住
し
、
９
月
15
日

現
在
次
の
笊
〜
笳
の
満
年
齢
の
方

▼
対
象
年
齢
＝
笊
明
治
39
年
９
月
16
日

〜
明
治
40
年
９
月
15
日
生
（
満
99
歳
）

笆
大
正
６
年
９
月
16
日
〜
大
正
７
年
９

月
15
日
生
（
満
88
歳
）
笳
昭
和
３
年
９

月
16
日
〜
昭
和
４
年
９
月
15
日
生
（
満

77
歳
）

▼
そ
の
他
＝
対
象
者
の
方
に
は
11
月
初

旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
介
護
課（
内
線
540
）

戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る
第
８
回
特

別
弔
慰
金
に
お
き
ま
し
て
、
全
国
的
に

件
数
が
非
常
に
多
い
こ
と
か
ら
、
国
債

交
付
ま
で
１
年
半
近
く
要
す
る
場
合
も

出
て
お
り
、
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
請
求
い
た
だ
い
た
書
類
は
、

大
阪
府
の
審
査
を
経
て
、
本
籍
地
の
あ

る
都
道
府
県
に
進
達
さ
れ
ま
す
。
当
該

都
道
府
県
で
は
、
さ
ら
に
審
査
の
後
に

国
に
国
債
交
付
を
依
頼
す
る
と
と
も
に
、

あ
わ
せ
て
裁
定
通
知
書
が
大
阪
府
を
通

じ
て
本
市
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
債
が
届
き
次
第
、
順
次
請
求
者
の

方
へ
ご
通
知
を
さ
し
あ
げ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
310
・

279
）

12

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

を
お
持
ち
の
方
へ

付
加
保
険
料
を

納
付
し
ま
せ
ん
か

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）
に
つ
い
て

戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る
第

８
回
特
別
弔
慰
金
の
国
債
交
付

高
齢
者
の
方
に
敬
老
祝
品
を

贈
呈
し
て
い
ま
す



（
地
下
鉄
谷
町
線
谷
町
六
丁
目
⑥
出
口
）

▼
内
容
＝
▽
働
き
た
い
人
に
は
情
報
提

供
・
職
業
紹
介
▽
面
接
に
備
え
て
就
職
セ

ミ
ナ
ー
▽
困
っ
た
時
に
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
大
阪
府
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
薀
０
６
・
６
７
６
２
・
９
９

９
５10

月
１
日
現
在
に
お
い
て
全
国
一
斉
に

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所

に
調
査
票
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
統

計
調
査
は
我
が
国
の
全
て
の
事
業
所
を
対

象
に
事
業
の
種
類
・
従
業
者
数
・
産
業
構

造
や
事
業
活
動
の
実
態
等
を
明
ら
か
に
す

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
調
査
で
す
。

調
査
票
に
記
入
し
て
頂
い
た
内
容
は
統

計
以
外
の
目
的
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
や
記

入
内
容
を
他
に
漏
ら
す
こ
と
は
統
計
法
で

固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
事
業
所
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
373
）

降
雨
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
高

ま
っ
た
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
気
象
情
報
の

注
意
報
・
警
報
に
加
え
、
大
阪
府
と
大
阪

管
区
気
象
台
が
共
同
で
「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」を
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
大
雨
警
報
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後

さ
ら
に
大
雨
が
続
く
場
合
、
土
石
流
、
が

け
崩
れ
お
よ
び
地
す
べ
り
な
ど
の
土
砂
災

害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
極
め
て
高
い
市
町

村
名
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。

大
雨
警
報
が
出
ま
し
た
ら
、
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
お
よ
び
市
役
所
か
ら

の
防
災
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
政
策
推
進
課
（
内
線
287
）

▼
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
「e-

T
ax

」
＝
国
税
に
関
す
る
各
種
手
続
（
①

所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税
及
び

印
紙
税
の
申
告
、
②
全
税
目
の
納
税
、
③

申
請
・
届
出
等
）
が
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
行
う
こ
と
が
で

き
、
税
務
署
に
何
度
も
出
か
け
る
必
要
が

な
く
な
り
ま
す
。
特
に
源
泉
所
得
税
の
毎

月
納
付
や
消
費
税
の
毎
月
申
告
な
ど
、
利

用
回
数
の
多
い
手
続
に
は
便
利
で
す

▼
「e-T

ax

」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め

の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
＝
①
開
始
届
出
書
を

e-T
ax

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
始
届
出
書
作

成
・
提
出
コ
ー
ナ
ー
か
ら
所
轄
の
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
書
面
で
の
提
出

も
で
き
ま
す
）
②
税
務
署
か
ら
利
用
者
識

別
番
号
等
の
通
知
書
とe-T

ax

ソ
フ
ト
の

Ｃ
Ｄ
・
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
送
付
さ
れ
ま
す
③e

-

T
ax

ソ
フ
ト
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
暗
証
番

号
の
変
更
お
よ
び
電
子
証
明
書
等
の
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す

▼
「e-T

ax

」
の
ご
利
用
に
つ
い
て
＝
①

申
告
・
納
税
用
の
デ
ー
タ
の
送
信
の
ご
利

用
時
間
は
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
（
祝
日
等
を
除
く
）
②
作
成

はe-T
ax

ソ
フ
ト
等
を
利
用
し
て
、
い
つ

で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す

詳
し
く
はe
-T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

を
ご
覧
く

だ
さ
い

▼e
-T
a
x

の
問
合
せ
＝e-T

ax

ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
（
祝
日
等
を
除
く
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）
薀
０
５
７
０
・
０

１
５
９
０
１

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
税
務
署
薀
462
３
４
７

１
８
月
18
日
、
著
書
「
泉
南
の
方
言
」
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
向
井
む
か
い

俊
生
と
し
み

さ
ん
と

著
書
「
セ
ル
フ
・
セ
ラ
ピ
ー
な
心
〜
幸
せ

を
創
る
ち
か
ら
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
上
之
山

う
え
の
や
ま

幸
代
さ
ち
よ

さ
ん
に
市
長
よ
り
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
書
籍
は
、
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
公
民
館
等

に
配
置
さ
れ
て
お

り
、
泉
南
市
の
教

育
の
振
興
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
秘
書

課
（
内
線
302
）

15

珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮
珞 笶 筐 瑯 琥 珸 琲
琺 筅 筵 筥 瑙 瑁 瑜
瑩 筬 筮 瑪 瑶 瑾 璋
璞 箚 箋 珈 玳 珎 玻
珀 笞 笵 珞 璢 琅 瑯  

10月1日～11月11日・薀4 8 4－2 6 2 7
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

珈縒笳玻珀珥珮
笨笶筐瑯琥珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳笳玻
珀縋笵珞璢琅瑯  

珈縒笳玻珀珥珮
珞璢筐筺笄珸琲
琺縺筵瑟瑙瑁瑜
瑩繹筮瑪瑶瑾璋
璞繽箋珈玳珎笘
珀縋笵珞璢琅瑯  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

10月1日～11月11日・薀4 8 2－1 0 0 0

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※受付は、午前9時～午後5時、但し 
月曜日は正午まで（行事により早く 
閉館する場合があります） 
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著
書
寄
贈
の
向
井
、
上
之
山

さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発
表

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い

恩
給
欠
格
者
の
方
（
該
当
者
の
ご
遺
族
を

含
む
）、
終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
請
求
書
類
は
生
活
福
祉
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。
既
に
請
求
さ
れ
た
方
は
、
再
度

請
求
さ
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
資
格
要
件
な
ど
の
問
合
せ
＝
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
へ
薔
０
１

２
０
・
２
３
４
・
９
３
３
／
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.heiw

a.go.jp

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課（
内
線
310
・
279
）

10
月
９
日
（
月
曜
日
）
の
休
日
に
伴
い
、

可
燃
ご
み
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
振
り
替
え
て
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
を
必
ず
確

認
し
て
、
収
集
日
当
日
の
午
前
８
時
半
ま

で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
に
、
分
別
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
市

民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
10
月
は
グ
リ
ー
ン
購

入
／
Ｎ
Ｏ
邇
包
装
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
環
境

に
や
さ
し
い
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
月

間
。
特
に
10
月
５
日
貅
は
Ｎ
Ｏ
邇
レ
ジ
袋

デ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
買
い
物
時
に

は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し
て
Ｎ
Ｏ
邇
レ

ジ
袋
デ
ー
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
483
５
８
７
５

10
月
11
日
貉
〜
20
日
貊
の
間
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
自
治
体
や
関
係
機
関
、
団
体
等
と
一

体
と
な
っ
た
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま

す
。

侵
入
盗
の
被
害
防
止

①
玄
関
や
窓
は
、
補
助
錠
で
ツ
ー
ロ
ッ
ク

に
し
ま
し
ょ
う
②
短
時
間
の
留
守
で
も
し

っ
か
り
施
錠
し
ま
し
ょ
う
③「
地
域
の
目
」

で
泥
棒
を
追
い
出
し
ま
し
ょ
う

ひ
っ
た
く
り
、

自
転
車
盗
等
街
頭
犯
罪
抑
止

①
バ
ッ
グ
は
車
の
通
る
反
対
側
に
持
ち
ま

し
ょ
う
②
自
転
車
の
前
カ
ゴ
を
「
ひ
っ
た

く
り
防
止
カ
バ
ー
」
等
で
ガ
ー
ド
し
ま
し

ょ
う
③
鍵
か
け
を
確
実
に
、
車
内
に
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

①
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ

う
②
登
下
校
の
時
間
帯
に
自
主
パ
ト
ロ
ー

ル
を
す
る
な
ど
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
り

ま
し
ょ
う

犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
薀
471
１
２
３
４

自
動
車
図
書
館
「
か
し
の
き
号
」
は
、

下
記
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
２
回
ず
つ
巡

回
し
て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
本
を
借
り
ら

れ
る
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
お
ひ
と
り
８
冊
ま
で

本
を
借
り
て
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
気
象
条
件
等
に
よ
り
巡
回
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
薀
482
７
７
６
６

「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
就
職
・
転

職
・
職
場
の
悩
み
な
ど
に
つ
い
て
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き
＝
月
〜
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
要
予
約
・
保
育
有
）

▼
と
こ
ろ
＝
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
６
階

14

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

ファミール南大阪 

浜老人集会場  

青少年センター 

●は土曜日の巡回です 

一丘団地 

八幡山自治会館 

関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:10～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:40

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00
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贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

澤  
澤  
箝  
箝  
濆  
濆  

⑧  
⑧  
⑨  
⑨  
⑩  
⑩  

澪  
澪  
濟  
濟  
濕  
濕  

⑪  
⑪  
⑫  
⑫  
⑬  
⑬  

⑮  
⑮  
⑯  
澑  
濂  
濂  

①  
①  
②  
②  
笘  
笘  

⑱  
⑱  
⑲  
⑲  
⑳  
⑳  

④  
④  
潸  
潸  
⑥  
⑥  

10月 11月 11月 10月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

珈笆珎玻珀珥珮
珞笶筐瑯琥珸琲
琺筅琿瑟瑙瑁瑜
瑩筬瑣瑪瑶瑾璋
璞箚箋珈玳笳玻
珀笞珮珞璢琅瑯  砂川老人集会場 

ルナりんくう サンハイツ和泉砂川 

自
動
車
図
書
館
か
し
の
き
号

か
ら
の
お
知
ら
せ

Ｎ
Ｏ
邇
レ
ジ
袋
デ
ー

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者

の
皆
様
へ

ご
み
収
集
日
変
更
の

お
知
ら
せ

全
国
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

　
月
９
日
豺 

　
月
　
日
貂 

10

10　
月
　
日
貉 

11

10

　
月
　
日
貂 

10

10

 

10

仕
事
を
探
し
て
い
る

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
へ



▼
問
合
せ
＝
大
阪
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
課
薀
０
６
・
６
９
４
９
・
６
５
０
２

次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、

必
ず
雇
用
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
事
業
主
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
の
皆
様
は
加
入
漏
れ
等
が
な
い
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
契
約
内
容
＝
▽
１
週
間
の
所
定
労
働
時

間
が
20
時
間
以
上
で
あ
る
こ
と
▽
１
年
以

上
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
こ
と

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
（
短
時
間
就
労

者
）
＝
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
同
一

の
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者

の
所
定
労
働
時
間
よ
り
短
く
、
か
つ
40
時

間
未
満
で
あ
る
方
で
す

詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽

に
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業

安
定
所
）
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
佐
野
薀
463

０
５
６
５

高
齢
者
を
狙
っ
た
悪
質
商
法
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
全
国
か
ら
届
く

悪
質
商
法
の
情
報
を
メ
ー
ル
で
送
り
ま

す
。
高
齢
者
の
ご
家
族
や
介
護
従
事
者
の

方
々
は
、
ま
ず
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
ご
登

録
い
た
だ
き
、
新
し
い
情
報
を
得
て
、
高

齢
者
の
見
守
り
活
動
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

▼
パ
ソ
コ
ン
か
ら
＝h

ttp
:/
/
w
w
w
.

consum
er.go.jp/shinsen/m

im
a.htm

▼
携
帯
電
話
か
ら
＝h

ttp
s:/
/
m
a
il.

consum
er.go.jp/w

rp/m
im
am
ori/m

o

bile▼
問
合
せ
＝
譖
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協

会
見
守
り
係
薀
０
３
・
３
４
４
８
・
９
７

３
６泉

南
市
祭
礼
パ
レ
ー
ド
お
よ
び
市
内
各

地
区
の
祭
礼
（
秋
祭
り
）
開
催
に
伴
う
交

通
規
制
等
に
よ
り
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉

南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
運
行
を
一

部
変
更
・
休
止
い
た
し
ま
す
。
市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

笊
一
部
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
10
月

１
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
▽
山
回
り
（
第

３
便
・
第
４
便
）
▽
南
回
り
（
第
２
便
・

第
３
便
・
第
４
便
）
▽
北
回
り
（
第
２

便
・
第
３
便
）
▽
中
回
り
（
第
２
便
・
第

３
便
・
第
４
便
）

笆
終
日
運
行
休
止
▼
運
行
休
止
日
＝
10
月

７
日
貍
、
８
日
豸
▼
運
行
休
止
便
＝
す
べ

て
の
運
行
を
休
止

▼
問
合
せ
＝
南
海
ウ
ィ
ン
グ
バ
ス
南
部
譁

薀
467
０
６
０
１
ま
た
は
環
境
整
備
課
（
内

線
348
）

子
ど
も
達
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

市
で
は
、
さ
わ
や
か
バ
ス
（
泉
南
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
）
の
車
両
に
「
こ
ど
も

１
１
０
番
」専
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
、

子
ど
も
達
が
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ

う
に
な
っ
た
時
や
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た

時
な
ど
「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
運
転
手
は
バ
ス
を
停
車
さ
せ
、
保
護

す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
に

通
報
す
る
制
度
を
９
月
よ
り
開
始
し
ま
し

た
。「

こ
ど
も
１
１
０
番
」
の
取
り
組
み
は
、

近
年
、
子
ど
も
達
が
登
下
校
時
に
犯
罪
に

巻
き
込
ま
れ
る
事
件
が
多
発
し
、
社
会
問

題
化
し
て
い
る
こ
と
を
契
機
に
、
警
察
や

自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
348
）

野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
原

因
と
も
な
る
だ
け
で
な
く
洗
濯
物
に
臭
い

が
つ
く
な
ど
周
辺
住
民
の
方
々
に
大
変
迷

惑
と
な
り
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。な

お
、
次
の
場
合
は
例
外
的
に
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。（
法
第
16
条
の
２
第
３
号
、

同
施
行
令
第
14
条
）

①
稲
わ
ら
、
畔
の
草
な
ど
の
焼
却
（
農

業
・
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
）

②
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
（
日

常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微

な
も
の
）

③
門
松
、
し
め
縄
等
を
燃
や
す
行
事
（
風

俗
習
慣
上
ま
た
は
、
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
も
の
）

④
河
川
敷
の
草
焼
き
、
災
害
等
の
応
急
対

策
、
防
災
訓
練
（
公
共
団
体
が
行
う
施
設

管
理
や
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
に
必
要

な
も
の
）

た
だ
し
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る

場
合
で
も
野
焼
き
は
必
要
最
小
限
に
と
ど

め
て
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得
ず
行
う
場
合

は
、
風
向
き
や
強
さ
、
時
間
帯
・
周
辺
の

環
境
な
ど
に
十
分
配
慮
し
て
、
周
り
の
人

に
迷
惑
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
358
）
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さ
わ
や
か
バ
ス
で
「
子
ど
も

１
１
０
番
」
の
取
り
組
み

「
見
守
り
新
鮮
情
報
」
の

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
届
き
ま
す

さ
わ
や
か
バ
ス
運
休
の

お
知
ら
せ

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

雇
用
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

野
焼
き
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

16

10
月
は
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
含

む
）
・
都
市
計
画
税
（
第
３
期
分
）
の

納
税
月
で
す
。
市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
税
の
納
付
に
は
、
確
実
で
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
手
続

き
は
、
通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知

書
を
ご
持
参
の
上
、
市
税
口
座
振
替
申

込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、
お
取
引
金
融
機
関
（
納

付
書
の
記
載
を
参
照
）、
郵
便
局
の
窓
口

で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

市
税
口
座
振
替
申
込
書
は
市
内
の
市
税

取
扱
い
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
市
役
所

税
務
課
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
税
務
課
（
内
線
235
・
236
）

市
民
の
皆
さ
ん
に
行
政
情
報
を
積
極

的
に
提
供
す
る
た
め
、
市
職
員
を
講
師

と
し
て
派
遣
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
民
が
中
心
と
な
っ
て
、
泉

南
市
の
発
展
の
た
め
自
主
的
活
動
を
実

施
、
ま
た
は
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る

団
体
や
グ
ル
ー
プ
。
な
お
講
座
に
は
10

名
以
上
の
出
席
者
が
見
込
ま
れ
る
場
合

と
し
ま
す

▼
内
容
＝
「
講
座
メ
ニ
ュ
ー
一
覧
表
」

（
泉
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
中
）
か
ら

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
行
政

全
般
に
関
わ
る
事
柄
で
秘
書
課
と
協
議
、

選
定
し
た
内
容
で
あ
れ
ば
こ
の
範
囲
と

し
ま
せ
ん

▼
開
催
日
時
＝
祝
祭
日
、
年
末
年
始
を

除
く
す
べ
て
の
日
。
時
間
は
午
前
９
時

〜
午
後
９
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
と
し

ま
す

▼
開
催
場
所
＝
泉
南
市
内
に
限
り
ま
す

▼
費
用
＝
市
職
員
の
講
師
は
無
料

▼
そ
の
他
＝
開
催
場
所
の
使
用
手
続
き
、

そ
の
他
の
準
備
は
申
込
者
の
責
任
に
お

い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
＝
講
座
へ
の
派
遣
講
師
を
希

望
す
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
は
、

事
前
に
秘
書
課
に
申
込
書
を
提
出
し
、

テ
ー
マ
や
日
程
を
決
定
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
秘
書
課
（
内
線
302
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.

sennan.osaka.jp/

平
成
18
年
９
月
30
日
か
ら
「
大
阪
府

最
低
賃
金
」
の
金
額
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て
、
次

の
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
時
間
額
＝
712
円

（№68） 

「出会いを大切に」　樽井幼稚園 

市
税
の
納
期
内
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

せ
ん
な
ん
伝
市
メ
ー
ル

講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

創立59周年を迎える歴史と伝統のある樽井幼稚園で
は、現在95名の子ども達が元気いっぱい遊んでいます。
地域に開かれた幼稚園として、地域の方々との交流

を通して、いろいろな人との出会いやふれあいを深め、
生活体験を広めていく取り組みをしています。
▼どろ田あそびって楽しいよ
地域の方のご厚意で、田植え前の田んぼを、開放し

ていただき、どろ田あそびを体験させていただきまし
た。砂とは違う、足の裏からの何ともいえない不思議
などろの感触。太陽と水と土に感謝しながら、「運動
会みたい！」と思いっきりどろ田を走ったり「どろ怪
獣だあ！」と言いながら、どろの投げあいをしたり、
心も体もポッカポ
カになりました。
このようなあそび
をすることで、積
極的に物事に取り
組む態度が培われ
ると思います。

＝地域の中で育つ子ども達＝
▼樽井ソーレーサ保存会の方に盆踊りを教えてもらっ
たよ
「ちょっと難しいなあ・・・」と不安げだったのも

束の間。見よう見真似で「ここらでシャン」と言いな
がら踊っていた子ども達。地域で受け継がれている盆
踊りを子ども達も知り親しんでくれることだと思いま
す。
▼地域のお祭りにも参加するよ
宮元講・濱中講・獅子講・戎福中講のやぐら曳行に

毎年参加させていただいています。「エンヤーソージ
ャー」と元気に掛け声をかけながら歩く姿に保護者や
地域の方々がにこやかに温かく見守ってくださいま
す。
他にも、中学校区での交流として、泉南中学校の吹

奏楽部の方々に生演奏をきかせていただいたり、樽井
小学校とのプール交流や保幼小との連携も図っていま
す。ほんの一端をご紹介しましたが、いつでも樽井幼
稚園にお立ち寄りください。

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た



◆
固
定
観
念
・
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
と
は

わ
た
し
た
ち
の
意
識
の
中
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
固
定
観
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
自
分
以
外
の
特
定
の
人
た
ち
に
対
し

て
、
一
面
的
に
決
め
つ
け
た
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
描
き
が
ち
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
一
面
的
な
イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
を
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
と
い
い
ま
す
。

「
女
の
人
は
機
械
に
弱
い
」「
大
阪
の
人

は
せ
っ
か
ち
で
信
号
を
守
ら
な
い
」
な
ど

が
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の
一
例
で
す
。
し

か
し
、
実
際
に
は
「
機
械
に
強
い
女
の
人
」

は
た
く
さ
ん
い
ま
す
し
、「
信
号
を
守
ら
な

い
大
阪
の
人
」
は
そ
れ
ほ
ど
た
く
さ
ん
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
こ
と
は
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ

っ
て
見
え
な
く
な
り
、
一
面
的
な
イ
メ
ー

ジ
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

◆
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
る
偏
見
・
差
別

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
好
き
嫌
い
の
感
情

や
、
優
劣
の
考
え
方
が
加
わ
る
と
、
あ
る

個
人
が
あ
る
一
面
を
持
っ
て
い
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
、
嫌
っ
た
り
、
避
け
た
り
す

る
と
い
う
偏
見
や
差
別
を
引
き
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
は
、

容
易
に
差
別
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

他
者
と
の
出
会
い
を
楽
し
む
も
の
と
し

て
い
く
た
め
に
は
、
常
に
一
人
ひ
と
り
が

持
つ
多
様
な
「
個
性
」
＝
そ
の
人
自
身
の

こ
と
を
見
つ
け
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

大
阪
府
「
ゆ
ま
に
て
　
な
に
わ
シ
リ
ー

ズvol.19

」
輕
自
分
ら
し
く
輝
い
て
生
き
る
輅

よ
り

19

直通　薀480-2855

人権って、

なに？
What is Jinken?

固定観念・ステレオタイプに気づく

女性のためのチャレンジ応援セミナー
－なりたい「自分」を描いてみよう－

自分の可能性を広げたい、結婚、出産・育
児などで、仕事を辞めたけれど、また、働き
だしたい、社会に参加する糸口を見つけたい
と思っている女性に必見です！
自分の夢、なりたい「自分」をイメージし、

何から始めたらよいのか、自分を知りふりか
えることで、これからのキャリアをデザイン
し、いつでもどこでも誰でもチャレンジでき
ることを学びます。
▼とき・内容・講師＝下表のとおり

時間はいずれも午前10時～正午です
▼ところ＝あいぴあ泉南3階研修室
▼対象＝女性30名。ただし、第3講座のみ男
性も受講可能（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料
▼一時保育＝定員は8名（多数の場合は抽選）。
１歳以上就学前の子どもが対象です。一時保
育を希望される方は、初回のみ子ども１名に
つき保険料として500円が必要です
▼手話通訳＝あります（事前予約が必要）
▼申込み＝10月20日貊までに、電話、FAX、
ハガキ、Eメールで住所、氏名、電話番号、手
話通訳および一時保育の要否、一時保育を希
望される場合は子どもの名前（ふりがな）、生
年月日、性別を記入の上、〒590-0592（住
所不要）人権推進課（薀480-2855蕭482-
0075/e-mail:jinken@city.sennan.lg.jp）まで
▼問合せ＝人権推進課（内線270）

第1講座 
10/31貂 

なりたい「私」発見 
とにかく一歩を踏み出そう 

佐々木妙月さん 
（NPO法人　ZUTTO)

テーマ とき 講師 

第3講座 
11/14貂 

これだけの事は知っておきたい！ 
再就職のための基礎知識 
～労働条件・社会保険・税金～ 

天野雅教さん 
（21世紀職業財団 
　雇用管理ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ)

第2講座 
11/  7貂 

「私」のキャリアプラン 
づくり～夢に向かって～ 

大塚町子さん（21世紀職業 
財団再ﾁｬﾚﾝｼﾞｻﾎﾟｰﾄｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ)

 
ささき みょうげつ 

おおつか まちこ 

あまの まさよし 

女
性
は
、
年
齢
や
生
活
、
考
え
方
が
違

っ
て
も
同
じ
よ
う
に
自
分
の
身
体
や
心
に

悩
み
や
不
安
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
が
自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に
表
現
し
な

が
ら
、
今
、
困
っ
て
い
る
こ
と
と
向
き
合

っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

人
と
の
つ
き
あ
い
、
自
分
の
性
格
、
そ

の
他
自
分
が
し
ん
ど
い
と
思
っ
て
い
る
こ

と
。
女
性
相
談
は
本
人
の
持
つ
力
を
引
き

出
し
て
問
題
解
決
に
導
く
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
す
。
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
に
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日
時
・
場
所
＝
右
ペ
ー
ジ
の
相
談

あ
ん
な
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
相
談
員
＝
阿
古

あ
こ

安
子
や
す
こ

さ
ん
（
ウ
ィ
メ
ン

ズ
セ
ン
タ
ー
大
阪
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

▼
申
込
み
＝
電
話
で
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い

▼
そ
の
他
＝
相
談
時
間
は
１
名
に
つ
き
１

時
間
程
度
。
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
270
）

蘚
女
性
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

歴
史
を
ひ
も
と
き
、歴
史
が
動
く
と
き
、

人
権
の
思
想
が
生
ま
れ
出
て
く
る
と
き
を

み
な
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
・
内
容
＝
左
表
の
と
お
り

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
＝
歴
史
に
人
権
が
登
場
す
る
と
き

▼
講
師
＝
小
林

こ
ば
や
し

利
郷

と
し
さ
と

さ
ん
（
伝
承
文
化
・

民
話
研
究
家
）

▼
定
員
＝
30
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
10
日
貊
ま
で

に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
５
９

０
・
０
５
２
１
泉
南
市
樽
井
９
・
16
・
２

人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
人
権
文
化
講
座

Ⅱ
係
へ
薀
483
６
４
４
７
蕭
483
６
４
５
７
／

e-m
ail:fureai@

city.sennan.lg.jp
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去る８月19日（土）、文化ホールにおいて「非核平和の

集い」が開催されました。

当日は小雨まじりの天候にもかかわらず、100人を超す

方々にご参加いただき、歌、講演、映画を通じて、平和へ

の思いや平和の大切さを考える良い機会となりました。

今回の「非核平和の集い」では、オープニングとして文屋
ぶんや

範奈
はんな

さんと人権入門講座受講生によるゴスペルコンサート

が行われました。「“人権”って難しく考えないで！“人権”

って自分らしく生きることなんだよ！！」といった範奈さんの

熱い語りをまじえながら、平和への祈りや人権についての

熱いメッセージが込められた歌声を披露いただきました。

その後、戦時下の厳しい現実の中にあってさえも、希望

や夢を捨てずに「生きることの希望」の大切さを描いた映

画「ピエロの赤い鼻」を上映しました。

▼問合せ＝人権推進課（内線270）

＜参加者の声＞

★元気な“文屋範奈さん”の平和についてとなえられた事と、
“映画”の題材が一致していて良かった。
★戦争と人権。人権が失われている平和はありえない。
★元気なコンサートで元気をもらいました。明日に向かって
ゴー。何かにチャレンジしよう。平和がいいですね。
★人間の「優しさ・思いやり」改めて考えさせられました。老夫
婦そして赤鼻の兵士の限りなき人間愛に敬服の念をいだきます。
★どんな状況下でも平和が失われ得るという危機感があるの
とないのとでは行動が変わってくると思う。常に意識してい
たい。

とき 内容 

時間はいずれも午後２時～４時 

第1回 
平成18年 
11月21日貂 

古代社会　都市国家 
スパルタ 
「市民か奴隷か」 

第2回 
平成18年 
12月19日貂 

平安から鎌倉へ　 
法然の登場 
「西方に極楽あり」 

第3回 
平成19年 
１月16日貂 

宗教改革と啓蒙思想 
「社会は神が造られたもの 
でなく人間がつくったもの」 

第4回 
平成19年 
２月20日貂 

第１次世界大戦と 
第２次世界大戦 
「人権宣言」 

人
権
文
化
講
座
（
第
２
部
）

を
開
催
し
ま
す

「非核平和の集い」
を終えて～

▲ゴスペルを熱唱する文屋範奈さんと人権入門講座受講生



（2006.10） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
子
保
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

3種混合予防接種 
（ジフテリア、破傷風 
　百日せき）　 

ニコニコうさぎ健診 

地域リハビリ教室 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。ただし、医師への相談は電話での予約が必要です。 

4か月児健康診査／BCG予防接種 10月4日貉 11月1日貉 
平成18年5月生 
平成18年6月生 

身体計測、内科診察、個別相談、ブックスタート、ＢＣＧ予防 
接種（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

平成16年3月生 
10月26日貅 
午後0時45分～ 
1時45分 

第1期（3種混合）は、生後3か月～7歳6か月（できるだけ生後3歳まで）の間に計4回。 
▼初回接種＝生後3か月に達したら約4週間隔で3回 
▼追加接種＝初回接種の3回終了後1年～1年半の間に1回 
第2期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満（小学6年生）の人に1回。 
携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

10月6日貊、16日豺、 
23日豺、30日豺 
午後1時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組 
（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

3歳6か月児健康診査 10月11日貉  午後0時半～1時10分 平成15年3月生 
身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

10月24日貂 
11月28日貂 
午後１時半 
～２時半 

リトルままサロン 10月27日貊 午後1時半～3時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談。 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談、ミニ講座等。 
予約不要。携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票、 
コップ。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

歯みがき教室 10月26日貅 
午後1時～1時20分 

平成16年2月生 
平成17年2月生 

ブラッシング指導。予約不要。携行品は、母子手帳、 
歯ブラシ、コップ、筆記用具、お茶。 
4日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、 
手作りおもちゃ、個別相談（保育、栄養、歯）、沐浴。 
なるべく5か月以降の安定期にご参加ください。 

乳児後期健診 病・医院の 
診察時間 満9か月～1歳未満 4か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 でお受けください。但し、1歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第1～3金曜日 
午後1時～2時半 

毎月第1～4金曜日 
午後1時～2時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関す 
る相談に応じます。ただし、事前予約が必要です。 ▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼東信達老人集会場 
　　第2木曜日 
　　午後2時から 
　　1時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

1歳6か月児健康診査 10月25日貉 午後０時半～１時半 平成17年3月生 
身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

離乳食講習会 10月30日豺 
午後1時～3時10分 

離乳期の乳児の保護者 
定員20組（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講義と実演。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） 10月27日貊 午後1時半～3時 乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 
お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

ＢＣＧ予防接種 10月4日貉、11月1日貉 
午後2時～3時 

生後3か月～6か月未満の乳児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

ポリオ予防接種 10月3日貂、10月12日貅 
午後1時半～2時半 

生後3か月～７歳６か月未満の乳児。できるだけ18か月までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
 

行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

精神保健福祉相談 
医療相談 

献　血 

月～金午前9時～12時15 
分、午後1時～3時45分 

大阪府泉佐野保健所へ 
お問い合せください。 実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

大阪府下の当日と翌日の献血場所は 
薀0120-524-133でご案内しています。 
▼問合せ＝泉南市献血推進協議会 薀482-7615

10月20日貊  イオンりんくう泉南ＳＣ 
午前10時～正午、午後1時～4時半 
 

安心して医療を受けられるようサポートしています。 
実施場所は大阪府泉佐野保健所　医療相談窓口　薀462-7701

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 第1水曜日　午前9時半 ～10時半（要予約） 
事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所　薀462-7701

リトルまま教室（両親教室） 

麻しん・風しん予防接種 随時。市内指定医療機関へ 
直接申し込んでください。 

第1期は、生後12か月～2歳未満に1回。第2期は5歳～7歳未満で小学校に入る 
1年前から前日までに1回。 

（2歳6か月児歯科健康診査・親子教室） 

▼血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、 
腎機能、貧血、糖尿病検査）等。必要な方には心電図、 
眼底検査を実施。便潜血検査2日法。出来るだけセット 
で受けてください。携行品は健康手帳、65歳以上の方 
は、健康度評価のための質問票 
▼費用＝基本健康診査1,000円、大腸がん検診200円 
▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361-1 薀483-2357 
▼福本医院・婦人科 信達牧野378 薀483-2505 
▼宮城医院・婦人科 信達市場31-311 薀482-7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ） 
　りんくう南浜3-7　薀480-5618 
40歳以上の方は、基本健康診査、大腸がん検診とできるだ 
けセットで受けてください。　▼費用＝600円 

▼20歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 
昨年受けた方は受 
けられません 

▼40歳以上の市民 
平成18年5月1日～ 
10月31日までの間 
に1回受診できます 

随時 
市内の各医療機関 
へ直接申込んでく 
ださい 

随時 
市内の各婦人科医 
療機関へ直接申込 
んでください 
（必ず事前に予約 
してください） 
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大
阪
府
で
は
、
泉
南
地
域
で

過
去
に
石
綿
に
ば
く
露
し
た
可

能
性
の
あ
る
方
に
、
継
続
し
た

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
石
綿
の
健
康
へ
の
影

響
を
検
討
す
る
た
め
の
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
＝
平
成
18
年

11
月
〜
12
月
に
か
け
て
泉
南
地

域
に
検
診
会
場
を
設
置

▼
内
容
＝
平
成
18
年
度
は
問
診
、

胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
お
よ

び
胸
部
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
検
査
を

実
施
し
、
そ
の
後
は
年
１
回
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査
を
実
施
。

数
年
毎
に
胸
部
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ

検
査
を
実
施

▼
対
象
＝
平
成
２
年
以
前
に
泉

南
地
域
に
在
住
さ
れ
て
い
た
現

在
40
歳
以
上
の
方
で
、
石
綿
に

ば
く
露
し
た
可
能
性
が
あ
り
、

毎
年
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
２

日
豺
か
ら
泉
佐
野
保
健
所
地
域

保
健
課
へ
（
薀
462
７
７
０
１
）

「
禁
煙
し
た
い
け
ど
や
め
ら

れ
な
い
」
と
お
悩
み
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
11
月
７
日
貂
、
13
日

豺
、
16
日
貅
、
20
日
豺
の
午
後

１
時
半
〜
３
時
半
（
受
付
は
午

後
１
時
〜
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
10
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
11
月
２
日
貅
ま
で

に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

基
本
健
康
診
査
、
胃
が
ん
検

診
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
12
月
10
日
豸
の
午
前

中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
40
歳
以
上
の
市
民

（
胃
が
ん
検
診
は
、
妊
娠
中
の
方

は
除
く
）

▼
定
員
＝
基
本
健
康
診
査
60
名
、

胃
が
ん
検
診
50
名
（
申
込
順
）

▼
費
用
＝
基
本
健
康
診
査
１
千

円
･
胃
が
ん
検
診
800
円

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
は
、
当
日
発
行

し
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
10
月
23
日
豺
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は
電

話
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

▼
そ
の
他
＝
現
在
治
療
中
も
し

く
は
経
過
観
察
中
の
方
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
普
通

の
か
ぜ
と
違
い
重
症
に
な
り
や

す
く
、
特
に
高
齢
者
や
基
礎
疾

患
の
あ
る
方
は
注
意
が
必
要
で

す
。
流
行
す
る
前
に
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
＝
①
満
65
歳
以
上
の
市

民
の
方
②
満
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
市
民
の
方
で
、
心
臓
、
肝

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機

能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る

方
（
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
）

▼
実
施
期
間
＝
10
月
15
日
豸
〜

12
月
31
日
豸
ま
で

▼
実
施
場
所
＝
市
内
の
実
施
医

療
機
関
（
事
前
予
約
が
必
要
）

▼
費
用
＝
自
己
負
担
１
千
円
。

た
だ
し
生
活
保
護
世
帯
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
は
無
料
（
保
健

セ
ン
タ
ー
で
無
料
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
）

▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

放
し
て
散
歩
を
さ
せ
て
い
ま

せ
ん
か
。

「
か
ま
れ
そ
う
で
怖
い
」
と

い
う
相
談
が
住
民
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
を
す

る
時
も
犬
を
つ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
散
歩
の
際
の
糞
は

必
ず
飼
い
主
が
持
っ
て
帰
り
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
飼
い
犬
が
人
を
か
ん

だ
と
き
に
は
、
飼
い
主
は
、
保

健
所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所
衛

生
課
（
薀
464
９
６
８
８
）
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
482
７
６
１
５

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
を
実
施

石
綿
の
健
康
影
響
の
評
価
調

査
検
診
ご
参
加
の
お
願
い

禁
煙
サ
ポ
ー
ト
教
室

を
実
施
し
ま
す

日
曜
日
健
診
を

実
施
し
ま
す

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
様
へ

散
歩
の
際
の
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

講演会のご案内
▼とき・内容・講師＝下表のとおり
▼ところ＝泉佐野保健所３階講堂
▼対象＝泉佐野保健所管内在住で、18歳未満の病児や
障害児の保護者
▼定員＝各講演会につき、80名（申込順）
▼申込み・問合せ＝10月31日貂までに、
泉佐野保健所地域保健課母子チームへ（薀462-7701）

11月16日貅 清田悠代さん 
（NPOｼﾞﾌﾞﾘﾝｸｻﾎﾟｰﾄ 
たねまきﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ代表） 
 

｢病児や障害児のきょうだいの 
心理を理解するために｣ 

とき 

11月6日豺 水田由子さん 
（臨床心理士） 

内容 講師 

病児や障害児を育てている親の 
こころのケア～自分ひとりで 
しんどさを抱えこまないために～」 

11月27日豺 播本裕子さん 
（社会福祉法人いずみ野 
福祉会山直ホーム家族会）
 

｢障害児の将来に向けて 
～自立を目指して～｣ 

時間はいずれも午前10時～正午 

みずた　ゆうこ 

きよた　ひさよ 

はりもと　ゆうこ 



ケーブルテレビのチャン

ネル９では、泉州地域４市

３町の地域情報番組「わく

わくりんくう」を映像と文

字番組で放送しています。

ただし、視聴するにはケ

ーブルテレビへの加入が必要です。また、視聴でき

ない地域がありますのでご了承ください。

今年度から泉南市の「わくわくりんくう」は１か

月間１番組となっております。

▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）

▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）

▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）

▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェ

イコム関西・りんくう局

薔0120－089－344

▼問合せ＝情報管理課（内線227）

１０月１日豸 
　　～ 
１０月３１日貂 

これまで募集を行ってき 
た「せんなんのたからも 
の」73点の中からその一 
部をご紹介します。 

せんなんの 
たからもの 

10

たこ焼き、たこ飯、大人気！
りんくうタコカーニバル４

市民のみなさまの健康増進を図るため、毎年行わ
れている健康フェア。今年もあいぴあ泉南において
開催され、約500名が参加しました。
骨密度測定や、体力測定・血管年齢測定などが行

われた大会議室では、開始直後から長い列が。市民
の方の健康に対する意識の高さが感じられました。
筆者も骨密度測定と血管年齢測定を体験。自分の

年齢よりかなり上の数値にショックを受けたものの、
原因となる運動不足と食生活に納得。筆者も含め、
たくさんの方が健康づくりについて考えさせられる
良い機会となったことでしょう。 （９月３日）

「健康づくり」について考えましょう

健康づくりフェアに約500名

23

りんくう５漁協を毎年順番に巡るりんくうタコカーニバル。去年の岡田浦漁港に続き今年はサザンビーチで行
われました。「泉だこ」などの魚食普及イベントとあって、たくさんのたこ焼き店が軒をつらね、変わり種として
はたこ餃子やたこカレーなどの販売も。特に漁師さんの手づくりたこ飯の前には、常に行列ができ、時には売り
切れ御免の看板が掲げられるほどの人気ぶりでした。他にも参加型イベントとして行われた「ビーチトレジャー
ハンター」では、早朝に降った雨のため固くなった砂浜に苦戦しながら、埋められた50個のお宝カプセルを求め
て、参加者たちが砂まみれで奮闘する姿が見られました。 （９月10日）

地
震
が
発
生
し
た
と
き
に

揺
れ
や
火
災
と
共
に
怖
い
も

の
が
津
波
で
す
。
近
い
将
来

発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

東
南
海
・
南
海
地
震
が
起
こ

す
津
波
は
泉
南
地
域
の
沿
岸

に
も
押
し
寄
せ
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

津
波
災
害
に
つ
い
て
は
、

極
め
て
広
い
地
域
に
お
い
て

甚
大
な
被
害
が
予
測
さ
れ
る

た
め
、
今
の
う
ち
か
ら
事
前

の
防
災
対
策
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
、
泉
南
市
で

は
国
か
ら
の
防
災
対
策
推
進

地
域
の
指
定
を
受
け
、
避
難

場
所
、
避
難
路
の
整
備
な
ど

必
要
な
地
震
対
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。
当
市
が
作
成
し
た

「
泉
南
市
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
で
は
地
震
発
生
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
は
じ
め
、
被
害
予

想
図
や
避
難
時
に
必
要
な
持

出
品
リ
ス
ト
な
ど
わ
か
り
や

す
く
記
載
し
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
普
段
か
ら
地
震
が
起
き
れ

ば
ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
よ
い
か
、

避
難
場
所
は
ど
こ
か
な
ど
把

握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
家

族
で
地
震
が
起
き
た
と
き
の

集
合
場
所
を
話
し
合
う
の
も

よ
い
で
し
ょ
う
。
強
い
揺
れ

を
感
じ
た
ら
ま
ず
漁
港
や
海

岸
に
は
近
づ
か
な
い
こ
と
。

ま
た
津
波
は
地
震
の
揺
れ
よ

り
か
な
り
遅
れ
て
き
た
り
、

繰
り
返
し
何
度
も
押
し
寄
せ

て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

警
報
、
注
意
報
解
除
ま
で
高

い
場
所
な
ど
の
安
全
な
所
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

泉
南
市
消
防
本
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
:

//w
w
w
.city.sennan.osaka.j

p/̃sensyou/

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

津
波
に
注
意
を
！
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楽しく昔の生活体験ができる「まいぶんクラブ」
の第２回目、土器作り体験（後編）が青少年の森
で行われました。前回の活動で約２時間かけて成
形された、剣やサイコロの形をしたものやかわい
い装飾をした器など個性豊かな土器たちが、高く
積み上げられたわらに覆われて、約800度の温度で
４時間ゆっくりと焼き上げられました。また、そ
の時間を利用して火おこしやパン焼き、組み紐作
りなどの体験も行われ、特に火おこしでは３人が
一致団結、みんな汗だくになりながら、わらへの
点火に成功したときには、達成感に満ちあふれた
表情が広がっていました。
そして、参加者たちは最後の土器出しを心配そ

うに見守りましたが、どれも大きな破損もなく、
想いのたくさん詰まった土器を持ち帰える事がで
きました。 （８月19日）

「昔の人ってすごい！」
土器作り体験

関西国際空港で、泉南｢食｣フェスティバル2006
が開催されました。当日は、アナゴのつかみ取り
体験や地元食材の物産展もありましたが、特に人
気があったのは、空港島内ホテルの中国料理店料
理長による地元食材を使った創作料理セミナー＆
試食会。用意した試食券もあっという間になくな
るほどの大盛況ぶりでした。セミナーでは、配布
したレシピに従い「泉州水茄子のサラダ中国風」
と「魚の中国風貝塚産味噌焼き野菜添え」の2品が
料理され、試食会では出来上がったばかりの料理
をもらおうと長蛇の列ができました。「見て、食べ
て、参加して・・・心もおなかも大満足！」なイ
ベントは、大人も子どもも大満足なイベントとな
りました。 （８月20日）

地元食材に舌つづみ
泉南「食」フェスティバル2006

津波予報の種類 
予報の種類 

津波 
警報 

大
津
波 

高いところで３袤程 
度以上の津波が予想 
されますので厳重に 
警戒してください 

３袤、４袤、 
６袤、８袤、 
10袤以上 

１袤、２袤 

0.5袤 

高いところで２袤程度 
の津波が予想されます 
ので警戒してください 
高いところで0.5袤程度 
の津波が予想されます 
ので注意してください 

津
波 

津
波
注
意 

津波 
注意報 

解説 発表される津波の高さ 
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昭和30年代まで使用

所有者の母が使っていたそろば

んです。よく見ると今のそろばん

と何か違うと思いませんか。それ

は下段の玉が５つあるところ。大

正時代から昭和初期までひろく使

われていた「５玉そろばん」と呼

ばれるものです。ちなみに、現在

のそろばんは、下段の玉が４つ。

「４玉そろばん」と呼ばれ、昭和

13年にそろばんが小学校の授業で

教えられるようになってから、今

日まで使われています。

母が愛用していた５玉そろばん

は、写真のとおりまったく同じも

のがふたつあります。ひとつは実

家の家業を手伝っていた大正時代

から使っていたもの、もうひとつ

は昭和30年代に所有者の兄から母

への贈りものだそうです。

所有者の兄はなぜ同じそろばん

を母に贈ったのでしょうか。兄が

母に５玉そろばんを贈ったのは、

昭和30年代。すでに４玉そろばん

が一般的な時代で、５玉そろばん

を手に入れるのが難しかったのか

もしれません。母にとって使い慣

れた愛用のそろばんが使えなくな

ったときなどに、まったく同じも

のがすぐに使えるようにと、母を

思いやった子からの最高の贈りも

のだったのかもしれませんね。

泉南市に関係し、所有者が大切に思い、活用したいと強く思うものであれば「せんなんのたからもの」。

教育委員会ではみなさんがお持ちの「せんなんのたからもの」を募集しています。

▼応募・問合せ＝古代史博物館薀483-6789
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